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るり開か小野地蔵まつ
長
寿
を
願
つ

て

四
月
-
一
十
四
日
、
白
滝
商
工
観
光
連

盟
主
催
に
よ
る
小
野
地
蔵
ま
つ
り
が
聞

か
れ
、
も
ち
ま
き
や
、
千
供
相
撲
大
会

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

小
野
地
蔵
尊
は
、
小
野
重
(
八

O
二

1
八
五
二
年
、
平
安
時
代
前
期
の
廷
臣
・

漢
学
者
)
一
刀
二
一
礼
の
作
像
と
い
わ
れ
、

昔
か
ら
白
滝
住
民
に
尊
敬
さ
れ
て
い
ま

し
た
。大

洲
如
法
寺
に
官
官
作
の
仏
像
が
あ
る

と
い
う
新
聞
を
み
た
住
民
が
、
本
尊
の

正
体
を
調
べ
よ
う
と
昭
和
七
年
四
月
二

十
一
日
、
中
を
聞
き
拝
し
た
と
こ
ろ
、
京

都
町
田
宮
兵
部
の
「
古
木
本
尊
皆
用
い

る
云
云
」
の
書
が
あ
っ
た
の
で
本
物
で

あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
住
民
一
同
ま
す

ま
す
信
仰
を
深
め
た
そ
う
で
す
。

肱
川
流
域
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
末

長
く
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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発
事

昭
和
六
十
三
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
一
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
六
十
二
年
度
の
当
初
予
算
や
町
議
会
議

員
、
特
別
職
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
条
例
や
町
四
役
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
、

長
浜
町
企
業
立
地
促
進
条
例
、
長
浜
町
立
保
育
所
入
所
措
置
条
例
の
制
定
、
収

入
役
の
選
任
な
ど
三
十
六
件
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
の
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
書
と
陳
情
書
な
ど
の
報
告
案

十

一
年
慶
施
政
方
針

一一 一昭和62年度施政方針

昭
和
六
十
三
年
度
を
新
し
い
町
ゃ
つ
く

り
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
、
い
わ
ゆ

る
「
ま
ち
守
つ
く
り
元
年
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
希
望
に
み
ち
た
「
知
恵
と
汗
」

の
一
年
に
し
た
い
。
「
地
域
づ
く
り
」

「町
a

つ
く
り
」
は
、
我
々
自
治
体
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
の
で
、
全
町
的

視
野
に
立
っ
て
、
海
と
川
と
緑
あ
ふ
れ

る
活
力
に
み
ち
た
長
浜
町
を
造
り
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ち
、
つ
く
り

二
月
二
十
五
日
に
設
立
発
起
人
会

今
ご
そ
全
町
民
一
丸
と
な
っ
て
英
知

を
結
集
し
、
協
調
と
信
頼
を
べ

l
ス
に

大
き
く
日
を
開
き
、
地
方
の
時
代
を
真

剣
に
考
え
行
動
を
起
こ
す
べ
き
時
で
あ

る
。
自
ら
が
よ
り
高
い
価
値
を
求
め
、
気

概
と
勇
気
を
も
っ
て
こ
の
混
迷
と
転
換

の
時
代
を
乗
り
切
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
、

本
町
の
発
展
、
い
わ
ゆ
る
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
新
し
い
町
守
つ
く
り
の
た
め

の
諸
々
の
要
素
を
築
き
あ
げ
て
ゆ
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
基
本
認

識
と
し
て
、
新
年
度
に
向
け
て
の
私
の

抱
負
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
一
一
月
十
二
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、

明
日
の
町
守
つ
く
り
を
担
っ
て
「
長
浜
い

き
い
き
二
十
一
ま
ち
守
つ
く
り
委
員
会
」

基
本
計
画
策
定

件
は
受
理
採
択
、
売
上
税
の
導
入
に
反
対
し
、
マ
ル
優
制
度
を
存
続
す
る
よ
う

国
へ
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
審
議
を
前
に
町
長
が
昭
和
六
十
二
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。
続
い
て

三
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、

一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

略
称
「

S
L
-
一
十
一
委
員
会
」
が
発
足
し

た。
全
町
民
が
こ
ぞ
っ
て
「
知
恵
と
汗
」

を
出
し
あ
い
、
豊
か
で
明
る
い
町
を
創

っ
て
行
く
と
い
う
基
本
に
立
ち
、
行
政

と
し
て
は
、
ソ
フ
ト
面
で
の
町
み
つ
く
り

を
実
践
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

第
三
次
開
発
の
推
進

施政方針を述べる西田町長

第
三
次
開
発
事
業
に
係
る
基
本
計
画

が
策
定
で
き
た
の
で
、
概
要
を
申
し
上

げ
る
。こ

の
基
一
本
計
画
は
、
七
章
で
も
っ
て

構
成
さ
れ
、
基
本
方
針
で
は
、
基
本
理

念
を
総
括
的
に
、
第
二
章
で
は
計
画
の

概
要
と
し
て
、
現
在
進
め
て
い
る
小
型

船
だ
ま
り
を
県
営
工
事
と
し
て
設
定
、

以
下
、
第
三
章
よ
り
、
こ
の
事
業
の
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
都
市
計
画
、
港
湾

計
画
を
明
示
し
、
用
地
造
成
計
画
、
諸

施
設
の
整
備
計
画
を
定
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
計
画
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
許
し

を
得
、
今
会
期
中
に
詳
細
を
説
明
す
る

予
定
に
し
て
い
る
。

本
計
画
推
進
実
行
に
対
す
る
姿
勢
に

つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、
二
十
一
世
紀

に
わ
た
る
遠
大
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
段
階
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
考

え
で
あ
る
。
総
事
業
費
は
巨
額
に
の
ぼ

る
こ
と
か
ら
、
実
施
予
定
年
次
の
設
定

と
事
業
区
分
を
明
確
に
し
、
国
・
県
補

助
金
及
び
起
債
等
の
導
入
に
努
め
、
行

政
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
、
健
全

な
財
政
構
造
を
堅
持
し
つ
つ
、
効
率
的

に
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

長
浜
町
総
合
整
備

基
本
計
画
を
策
定

本
計
画
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
全

町
の
振
興
発
展
で
あ
り
、
海
と
川
と
緑

の
活
力
あ
る
町
守
つ
く
り
を
め
ざ
す
基
本

計
画
を
、
本
年
度
中
に
つ
く
り
あ
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
施
策
の
大
綱

で
は
、
「
楽
し
く
住
み
よ
い
町
ゃ
つ
く
り
」

「
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
町
+
つ
く
り
」

「
美
し
い
人
情
と
文
化
の
町
守
つ
く
り
」

の
二
一
つ
の
柱
の
ほ
か
に
、
「
活
力
と
個

性
あ
ふ
れ
る
町
守
つ
く
り
」
の
事
項
を
加

え
、
わ
か
り
や
す
く
、
実
行
で
き
う
る

基
本
計
画
と
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

教

育

の

充

実

近
年
、
「
い
じ
め
」
「
校
内
暴
力
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の
諸
々
の

要
素
が
絡
む
問
題
で
あ
り
、
本
町
教
育

行
政
に
お
い
て
は
、
総
合
的
な
教
育
方

針
を
た
て
、
文
化
、
芸
術
の
多
様
な
創

造
的
活
動
を
進
め
る
一
方
、
生
徒
が
よ

り
よ
い
環
境
の
中
で
、
集
団
生
活
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
人
と
入
、
人
と
白
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然
の
ふ
れ
合
い
を
可
能
な
限
り
多
く
持

た
せ
、
地
域
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る

学
校
教
育
を
推
進
し
、
心
身
共
に
調
和

の
と
れ
た
人
づ
く
り
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
残
さ
れ
て
い
る
施
設
の
総
点
検
を

行
い
、
予
定
し
て
い
る
長
浜
町
総
合
整

備
基
本
計
画
に
こ
れ
を
折
り
込
み
、
順

次
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

社
会
教
育
と
し
て
は
、
公
民
館
活
動

を
中
心
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
推
進
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
有
名
な
絵
画
(
複

製
)
の
購
入
と
、
役
場
分
室
へ
の
図
書

館
移
転
を
計
画
し
て
お
り
、
教
育
・
文

化
へ
の
関
心
を
高
め
、
教
育
の
向
上
と

文
化
の
振
興
に
役
立
つ
基
盤
づ
く
り
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

福

祉

施

策

一一 一一割昭和62年度施政方針

福
祉
を
必
要
と
す
る
方
々
の
健
康
を

第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
項
き
、
各
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を

実
施
す
る
考
え
で
、
「
心
の
福
祉
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
長
寿
社
会
に
対
応
す
る

施
策
を
推
進
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

老
人
福
祉
で
は
、
高
齢
者
独
居
老
人

を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
方
、

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
で
の
取
り
組
み

と
し
て
、
地
域
福
祉
推
進
計
画
を
策
定

し
、
福
祉
活
動
の
推
進
と
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
推
進
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

交
通
体
系
の
整
備

道
路
の
整
備
は
緊
急
の
課
題
で
あ
り

モ
l
タ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
社
会
環
境
、
時

勢
を
配
慮
す
る
と
共
に
、
道
路
台
帳
の

整
備
に
よ
る
町
道
現
況
の
正
確
な
把
握

に
基
づ
き
、
今
後
の
、
周
辺
を
取
り
巻

く
道
路
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
計

画
的
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、
ネ

y
ト
ワ

l
ク
の
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う

配
慮
し
た
整
備
計
画
書
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画
に
先
ん

じ
て
、
国
道
、
県
道
を
も
含
め
た
道
路

網
の
整
備
計
画
を
打
ち
立
て
、
そ
の
指

針
に
基
づ
く
、
効
率
的
な
道
路
機
能
の

効
用
が
阿
ら
れ
る
よ
う
、
整
備
計
画
路

線
の
重
点
的
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。産

業
の
振
興

農
業
に
つ
い
て
は
、
全
般
の
見
直
し

を
行
い
、
柑
橘
類
の
新
品
種
導
入
、
落

葉
果
樹
・
持
用
作
物
等
を
、
気
象
・
地

形
の
条
件
を
生
か
し
た
も
の
へ
と
転
換

を
図
る
か
た
わ
ら
、
そ
れ
ら
に
係
る
基

盤
整
備
に
力
を
入
れ
、
経
営
の
合
理
化

に
つ
な
が
る
施
策
を
考
え
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
し
い
た
け
の
生

産
、
除
・
間
伐
、
松
喰
虫
の
被
害
跡
地

の
植
林
等
、
諸
事
業
を
継
続
す
る
と
共

に
、
受
益
者
の
積
極
的
参
加
を
得
て
、

作
業
道
の
整
備
を
促
進
し
、
間
伐
材
の

利
用
等
、
後
継
者
の
意
欲
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
基
盤
と
な
る
漁

港
整
備
を
継
続
し
、
喜
多
、
沖
浦
の
両

港
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
重
点
配
分

を
行
う
こ
と
と
し
、
櫛
生
・
出
海
に
つ

い
て
は
、
国
道
三
百
七
十
八
号
線
の
絡

み
か
ら
、
本
年
に
全
体
整
備
構
想
を
ま

と
め
、
国
の
認
可
を
取
り
付
け
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
振
興
事
業
と
し

て
は
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
、
地
域
改

善
等
の
事
業
を
導
入
し
、
魚
礁
及
び
、

施
設
整
備
を
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

つ
く
る
漁
業
は
、
そ
の
魚
種
に
つ
い

て
、
他
県
で
好
評
な
も
の
を
配
慮
す
る

こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い
産
地
問
競
争
に

対
し
生
き
残
る
道
と
し
て
、
今
後
大
い

に
進
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

商
工
業
は
、
経
営
基
盤
の
弱
さ
か
ら
、

そ
の
対
応
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

商
業
は
、
そ
の
ニ

l
ズ
を
考
え
、
工

夫
し
な
が
ら
対
応
す
べ
き
で
、
現
在
、

長
浜
町
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
で

策
定
中
の
報
告
書
を
基
に
、
近
代
化
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
町
内
各
地
に
点

在
す
る
観
光
資
源
を
線
で
生
か
し
た
一

日
ル

l
ト
、
一
泊
二
日
ル

I
ト
の
創
設

等
、
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

本
町
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
し

い
特
産
品
の
創
作
と
、
長
浜
の
良
さ
を

見
直
し
、
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
考
え
て
い
る
、
仮
称
、
「
産
業
ま
つ

り
」
の
企
画
等
、
各
産
業
の
後
継
者
の

意
欲
増
進
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
的
事
業

の
導
入
に
つ
と
め
、
町
守
つ
く
り
の
大
き

な
柱
と
す
る
考
え
で
取
り
組
む
よ
う
に

し
て
い
る
。

河
辺
川
ダ
ム
対
策

こ
の
ダ
ム
建
設
問
題
が
、
事
前
に
、

本
町
に
対
し
説
明
、
協
議
の
な
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
河
辺
川
ダ
ム
調
査
対

策
特
別
委
員
会
同
様
、
遺
憾
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

河
口
に
位
置
す
る
我
が
長
浜
町
に
と

っ
て
は
、
死
活
問
題
で
あ
り
、
受
益
者

サ
イ
ド
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ダ
ム
建
設

の
必
要
性
は
な
く
、
分
水
に
反
対
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
全
く
同
じ
見
解

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
議
会
の
皆
様
と
歩
調
を
揃
え
、

関
係
市
町
村
と
の
連
携
を
保
持
し
つ
つ
、

下
流
域
と
い
う
地
理
的
条
件
に
あ
る
大

洲
市
と
、
近
々
の
う
ち
に
会
合
を
持
ち
、

後
顧
に
憂
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
万
全
一
の

構
え
で
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。行

政
改
革
の
推
進

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行

政
役
割
の
明
確
化
と
人
的
・
物
的
資
源

の
効
率
的
運
用
と
に
よ
っ
て
、
活
力
あ

る
福
祉
社
会
を
創
造
す
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、

量
よ
り
も
質
と
能
率
に
重
点
を
お
き
取

り
組
ん
で
い
る
。
行
政
改
革
は
、
そ
の

意
味
か
ら
「
変
化
へ
の
対
応
」
「
簡
素
・

効
率
化
」
「
信
頼
性
の
確
保
」
と
い
う

三
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
行
く
必
要
が

あ
る
か
と
考
え
る
。

最
近
、
地
域
主
義
と
か
、
地
方
分
権

と
か
、
情
報
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

y
プ
さ

れ
、
も
う
一
方
で
は
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
減
量
経

常
と
い
う
か
、
ス
モ
ー
ル
・
ガ
パ
メ
ン

卜
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
行
政
の
課
題
は
、
世
界
経
済

の
大
き
な
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
行
く

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
社
会

は
「
自
治
体
社
会
」
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
、
各
自
治
体
が
、
主
体
的
な
役
割

を
果
た
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
。
今
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
中
期
的
課
題
を
設
定
し
、
事
務
的

検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
内
、
現
行

タ
イ
プ
印
刷
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
、

そ
の
業
務
内
容
の
一
部
見
直
し
、
ま
た
、

電
算
機
導
入
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
中
に
実
質
稼
働
で
き
る
よ
う
、

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、

職
員
の
定
数
及
び
そ
の
管
理
に
つ
い
て

も
、
年
次
別
削
減
計
画
を
立
て
、
能
率

的
行
政
執
行
と
、
職
員
の
能
力
開
発
に

結
び
つ
く
よ
う
、
適
切
な
処
置
を
講
ず

る
考
え
で
あ
り
、
高
齢
者
職
員
の
退
職

も
勧
奨
し
つ
つ
、
新
陳
代
謝
を
極
力
凶

り
、
断
層
の
な
い
職
員
構
成
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

役
場
や
つ
く
り

行
政
は
「
人
な
り
」
と
い
う
時
代
で

あ
り
、
そ
の
時
代
に
応
え
得
る
公
務
員

と
し
て
の
使
命
感
に
徹
し
た
人
守
つ
く
り

が
先
決
で
あ
る
か
と
考
え
る
。
転
換
期

の
公
務
環
境
の
早
い
変
化
の
中
で
、
先

見
性
・
適
応
能
力
・
柔
軟
な
発
想
の
転

換
・
地
域
経
営
感
覚
等
が
求
め
ら
れ
る

と
同
時
に
、
法
に
定
め
ら
れ
た
基
本
理

念
に
立
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。

A
7
こ
そ
全
職
員
は
、
「
わ
が
町
の
た

め
に
何
を
な
す
べ
き
か
」
を
見
定
め
、

現
実
の
中
に
あ
っ
て
、
一
個
の
人
間
と

し
て
、
公
務
員
と
し
て
現
実
を
徹
底
的

に
見
て
い
こ
う
、
考
え
よ
う
と
す
る
哲

学
的
姿
勢
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
自
覚
の
も
と
、
意
気
と
使
命
感
に

燃
え
働
く
時
、
必
ず
や
町
民
の
方
々
か

ら
信
頼
さ
れ
る
役
場
に
な
る
も
の
と
確

信
す
る
。



十 4

議会・一般貿間

今
回
の
議
会
で
は
、
提
正
和
議
員
、

津
田
龍
雄
議
員
、
東
正
行
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

誇
り
を
持
て
る高

校
に

J
人
"
つ
く
り
と
高
校
教
育
J

提
議
員
・
:
先
日
の
県
教
委
の
発
表
を

み
る
と
、
長
浜
高
校
は
定
員
百
三
十
五

人
の
と
こ
ろ
今
年
は
百
五
人
と
、
実
に

三
十
人
の
定
員
割
れ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
現
象
を
町
教
育
委
員
会
及
び
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の

ヵ。
ま
え
、
長
浜
高
校
と
同
規
模
の
、
内

子
・
三
崎
・
東
温
の
三
枝
に
つ
い
て
、

進
学
率
の
比
較
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

余
り
に
も
乏
が
聞
い
て
い
る
。
長
浜
高

校
は
長
浜
町
の
最
高
学
府
で
あ
り
顔
で

あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
汚
名
を
返
上

す
る
た
め
町
長
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
又
、
教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
か
。

西
田
町
長
・
・
・
長
浜
高
校
の
定
数
減
に

つ
い
て
は
、
人
口
の
減
と
か
、
進
学
率

の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
県
の
教

育
委
員
会
等
の
絡
み
に
も
な
っ
て
こ
よ

う
か
と
思
う
が
、
当
局
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
長
浜
高
校
で
し
か
で

き
な
い
何
か
を
持
た
せ
、
長
浜
高
校
の

生
徒
に
な
れ
ば
こ
う
い
う
誇
り
を
持
て

る
と
い
う
よ
う
な
形
に
、
学
校

f

つ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

進
学
率
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
進
学

率
が
悪
け
れ
ば
悪
い
学
校
だ
と
い
う
よ

う
に
は
考
え
を
い
。

A
7
の
学
力
指
向
の

社
会
が
い
い
と
い
う
訳
で
も
な
い
し
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
は
な
く
、
人
間
と

し
で
の
す
ば
ら
し
い
何
か
を
、
高
校
教

育
の
中
で
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。

木
田
教
育
長
-
:
定
数
割
れ
に
つ
い
て

は
、
数
年
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
傾
向
に

あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
防
げ

る
か
を
関
係
の
小
・
中
学
校
長
、
高
等

学
校
長
、
関
係
の
方
々
と
も
協
議
し
て

き
た
。
高
校
の
校
長
は
、
長
中
か
ら
九

十
人
く
ら
い
受
験
し
て
項
き
、
是
非
、

三
学
級
は
維
持
し
て
い
き
た
い
と
い
う

考
え
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
小
・
中
学
校
に
む
い
て
は

十
分
な
基
礎
学
力
を
つ
け
高
校
に
お

い
て
は
希
望
と
、
勇
気
を
持
っ
て
学
べ

る
よ
う
な
実
績
や
つ
く
り
に
努
力
し
て
項

く
、
そ
し
て
地
域
の
住
民
が
、
白
分
遠

の
誇
り
の
高
校
と
し
て
守
り
育
て
る
、

こ
の
よ
う
に
三
者
一
体
と
な
っ
て
、
望

ま
し
い
方
向
ヘ
向
け
て
い
き
た
い
。

進
学
卒
に
つ
い
て
も
、
自
分
の
仕
事

を
は
っ
き
り
と
確
認
し
、
自
分
の
責
任

と
感
ピ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
わ
願
い
や
希

望
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

適
正
な
価
格
で

J
国
鉄
用
地
の
払
い
下
げ
と

利
用
計
画
J

提
議
員
:
・
国
鉄
の
民
営
化
に
よ
っ
て

払
い
下
げ
ら
れ
た
不
用
地
を
、
国
道
法

線
上
の
立
ち
の
き
者
へ
の
代
替
地
に
あ

て
る
と
報
告
が
あ
り
、
一
坪
で
二
十
二

万
六
千
円
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
町
長
の
答
弁
に
よ
る
と
国
道
の
代

替
地
と
し
で
売
却
す
る
か
ら
、
町
か
ら

の
持
ち
出
し
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

立
ち
の
き
者
の
坪
数
と
払
い
下
げ
用
地

の
坪
数
は
ど
の
よ
う
に
し
て
調
整
す
る

の
か
。ま

た
、
宅
地
造
成
に
は
ど
の
程
度
の

費
用
が
か
か
り
、
宅
地
と
し
て
の
仕
上

が
り
坪
単
価
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
そ

の
地
価
は
長
浜
町
の
実
際
単
価
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
で
て
く
る
の
か
。

そ
し
て
ま
た
、
今
後
、
町
有
財
産
を

処
分
す
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
く
る
の
か
。

国
鉄
の
用
地
買
収
に
つ
い
て
、
地
価

の
再
評
価
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が

出
る
可
能
性
が
み
う
け
ら
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
地
権
者
と
、
そ
こ
に
入
っ
て

い
る
人
に
対
す
る
借
主
の
扱
い
は
ど
の

よ
う
に
し
で
解
決
し
て
い
く
の
か
。

西
田
町
長
・
:
国
鉄
用
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
国
鉄
と
の
契
約
を
済
ま
せ
て
、
三

月
二
十
日
に
土
地
の
代
金
を
支
払
う
予

定
で
、
引
込
線
の
用
地
を
、
二
-
七
八
号

線
の
代
替
用
地
と
し
て
購
入
す
る
も
の

で
あ
る
。
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
園
、

町
、
双
方
の
土
地
鑑
定
士
を
入
れ
、
そ

れ
を
規
準
に
算
定
し
た
。

代
停
用
地
と
し
て
み
る
と
、
住
宅
地

で
あ
る
の
で
、
通
り
抜
け
の
道
路
を
新

設
す
る
予
定
で
あ
り
、
既
に
国
鉄
側
へ

も
、
利
用
計
画
を
図
面
で
示
し
て
わ
り
、

道
路
と
合
わ
せ
て
駐
車
場
、
小
公
園
、

緑
地
等
を
兼
ね
備
え
た
も
の
に
し
た
い
、

ま
た
、
土
地
単
価
の
適
正
を
阿
る
た
め
、

県
が
国
の
代
理
で
行
う
三
七
八
号
線
の

用
地
買
収
価
格
を
、
あ
る
程
度
規
準
に

し
で
い
き
た
い
。
被
買
収
者
の
方
々
が

移
転
さ
れ
る
上
で
、
県
の
用
地
取
得
の

価
格
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
算
定
し
て
ゆ

く
つ
も
り
で
あ
る
。

町
有
地
の
処
分
に
つ
い
て
は
行
革
、

委
員
会
等
で
も
練
っ
て
項
い
て
い
る
。

一
部
に
は
宅
地
と
し
て
売
却
し
た
方
が

ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
規
準
を
設
け
な
が
ら

適
正
価
格
を
算
定
し
、
売
買
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

な
お
、
地
価
の
再
評
価
に
つ
い
て
の

心
配
は
考
え
て
い
な
い
。
適
正
な
価
格

で
代
替
地
を
提
供
し
た
い
。

被
買
収
者
の
万
々
へ
の
代
替
地
の
提

供
は
、
充
分
に
理
解
さ
れ
る
価
格
で
、

条
件
的
な
も
の
を
整
備
し
て
対
処
し
て

い
き
た
い
。

活
力
と
個
性
あ
ふ

れ
る
町
マ
つ
く
り

J
地
域
総
合
整
備
計
画
J

津
田
議
員
・
地
域
総
合
整
備
計
画
に

よ
っ
て
、
長
浜
町
全
域
の
均
衡
あ
る
発

展
は
図
れ
る
の
か
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
は
、
長
浜
町

の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
の
は
ど
う
な
の

よ
U

西
田
町
長
・
・
・
町
の
均
衡
あ
る
振
興
発

展
と
将
来
の
各
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
、

ま
た
、
行
財
政
の
計
画
的
推
進
を
図
る

た
め
、
六
十
二
年
度
に
お
い
て
、
長
浜

町
総
合
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
計

画
で
、
予
算
の
議
決
を
一
項
き
、
よ
り
現
実

的
で
、
し
か
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
請

に
応
え
る
よ
う
産
業
・
観
光
・
地
勢
・

歴
史
な
ど
の
諸
要
因
を
考
慮
し
、
地
域

設
定
を
行
っ
た
上
で
、
各
地
域
の
整
備

計
画
を
定
め
、
第
三
次
開
発
事
業
の
上

位
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
、
開
発
事
業
・

交
通
、
不
ッ
ト
ワ
l
ク
・
観
光
・
歴
史
等

々
・
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
、
し

か
も
調
和
の
と
れ
た
計
画
と
し
て
長
期

展
望
の
中
で
事
業
の
計
画
的
推
進
が
図

れ
る
よ
う
、
そ
し
て
、
活
力
と
個
性
あ

ふ
れ
る
町
守
つ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

三
者
一
体
と
な
っ
て

ー
青
少
年
の
健
全
育
成
J

津
田
議
員
:
・
暴
力
・
い
じ
め
等
の
青

少
年
の
非
行
は
後
を
断
た
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
長
浜
中
学
に
お
い
て
も
、

非
行
の
方
は
よ
く
な
ら
な
い
の
が
現
状

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
の
後
長
浜

中
学
校
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
っ

て
い
っ
て
い
る
の
か
。

非
行
は
、
家
庭
で
の
教
育
、
し
つ
け

と
い
う
も
の
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
社

会
教
育
の
中
で
こ
の
問
題
に
、
教
育
長

が
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
く
ま
れ
て
い

く
の
か
。

木
田
教
育
長
-
:
家
庭
の
荒
廃
と
教
育

力
回
復
の
手
段
と
し
て
、
幼
児
期
に
親

L
J

の
紳
を
し
っ
か
り
と
形
成
す
る
。
自

己
抑
制
力
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
心

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

ま
た
、
該
当
の
時
期
の
保
護
者
に
つ

い
て
、
研
修
会
と
か
学
習
会
を
実
施
し

啓
蒙
し
て
い
き
た
い
。

学
校
は
、
家
庭
と
の
連
絡
を
さ
ら
に

図
り
、
両
親
、
保
護
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
、
責
務
を
自
覚
し
、
家
庭
、
学
校

地
域
が
連
携
し
で
、
三
者
一
体
と
な
っ

て
子
供
を
育
て
る
基
本
方
針
で
、
社
会
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教
育
を
進
め
て
い
き
た
い

十
年
か
ら

」
一
十
五
年
を
目
途
に

ー
第
三
次
開
発
計
画
J

園盟副岡田議会・一般車問

東
議
員
・
・
・
第
三
次
開
発
事
業
計
画
の

完
成
目
際
会
、
い
つ
頃
に
想
定
さ
れ
て

げ
る
か
。

そ
の
施
工
順
序
に
つ
い
ご
は
、
ど
の

よ
う
に
与
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
昨
膨
大
な
事
業
費

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
訳

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
一

主
要
事
業
毎
に
、
ど
の
伎
の
事
業
費

を
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

町
の
財
政
負
担
は
ど
の
町
村
し
陵
会
一
見
込

ま
れ
て
け
る
の
か
。
そ
の
財
政
負
担
に
、

町
は
対
応
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

西
田
町
長
:
・
第
二
次
開
発
事
業
基
本

汁
画
の
完
成
想
定
年
次
仁
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
て
年
度
を
着
工
年
度
と
し
、

完
成
の
目
途
を
二
十
年
な
い
し
二
十
五

年
と
想
定
し
て
い
る
。

施
工
順
序
は
、
第
一
に
小
型
船
だ
ま

り
の
県
営
工
日
・
第
二
は
内
港
部
・
第

三
は
外
港
部
と
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

内
訳
は
、
用
地
造
成
関
係
で
、
山
市
，
川
市

工
区
約
五
十
一
億
円
。
第
一
工
区
の
内

港
部
約
二
十
六
億
円
。
第
二
工
区
の
外

港
部
約
百
二
十
倍
円
で
、
約
百
九
十
七

億
川
を
見
込
ん
で
い
る
ぞ
ま
た
、
道
路

施
設
関
係
で
約
円
四
十
一
億
円
、
都
市

機
能
指
設
関
係
で
約
三
十
七
倍
円
。
牛

活
環
境
施
設
関
係
で
約
二
十
億
円
コ
小

型
船
ど
ま
り
を
除
い
た
港
湾
関
連
施
設

関
係
?
、
約
令
一
百
七
十
三
億
円
。
漁
業

関
連
施
設
問
併
で
拘
七
億
円
の
総
額
六

百
七
十
五
億
円
を
要
十
る
も
の
と
見
込

ん
び
い
る
。

町
の
財
政
負
但
に
つ
い
て
、
円
以
共
負

何
・
町
単
独
事
業
で
、
約
仁
卜
位
円
と

推
算
し
て
い
る
が
、
非
常
に
巨
額
に
達

す
る
た
問
、
各
日
間
出
半
補
助
事
業
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
視
野
か
ら

国
・
県
戸
一
仁
充
分
協
議
山
内
討
を
煮
ね
、

実
施
方
法
等
を
検
討
し
て
け
き
と
い
っ

ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
て

ー
町
"
つ
く
り
委
員
会
J

東
議
員
:
・
六
十
一
年
十
月
定
例
会
に

お
い
て
の
施
政
方
針
等
で
、
「
新
し
い

町
申
つ
く
り
に
気
概
と
情
熱
、
若
さ
と
行

動
力
で
あ
え
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
具
体
的
に
と
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

J

一
月
十
二
日
に
法
、
町
刈
の
民
間
団

体
で
組
織
さ
れ
た
「
長
浜
〆
い
ラ
い
き
u

n
町
づ
く
り
委
員
会
」
が
足
止
さ
れ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
委
員
会
の
設
す
J

ま
で
の
経
過
や
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
る
の
か
の
ま
た
、
町
行
政
当

局
と
し
で
は
、
開
発
事
業
に
よ
っ
て
町

の
活
作
化
を
阿
っ
て
い
こ
う
と
し
ご
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
委
ハ
一
会
と
ど
の

よ
う
な
連
携
を
も
っ
て
「
町
つ
ぐ
り
」

会
進
め
ら
れ
る
の
か
。

西
田
町
長
:
町
づ
ぐ
り
に
つ
い
で
は
、

町
職
員
に
よ
る
町
づ
ぐ
り
企
画
班
を
設

置
し
て
、
職
員
か
ら
得
々
町
守
つ
く
り
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。

ご
の
こ
と
は
、
非
常
に
長
期
を
要
寸

る
も
の
、
ま
た
第
二
一
次
開
発
事
業
の
中

で
取
り
組
む
べ
き
も
の
な
ど
多
種
多
様

で
あ
り
、
ハ

l
ド
面
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
間
従
事
業
等
を
勘
案
し
て
対
処
し

与一ミ
O
J
F
一三一二、

H

ぃ、

γ
J
乙乙

P
A
F
j
j

ノ
ニ
コ

一・7
L

斗
寸
d
J
J
h

ロ
H

E

ム
H

J

/
ご
ょ
で
ぴ

L

f

J

い
て
は
、
当
然
、
取
り
温
人
で
行
か
な

け
れ
ば
会
ら
な
い
と
汚
え
て
い
る
。

町
守
つ
く
り
委
け
会
設
立
の
日
的
は
、

町
民
各
位
が
英
知
と
力
を
結
集
し
、
そ

の
気
遂
と
い
う
も
の
を
醸
成
し
、
町
民

サ
イ
ド
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
案
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
円
の
豊
か
な

長
浜
町
づ
く
り
を
日
指
し
で
い
る

L
の

で
あ
う
。

長
過
ト
ソ
い
て
は
、
今
一
月
-
-
十
五
日

に
町
内
各
種
同
体
長
に
参
集
問
き
、
町

づ
く
り
委
民
公
設

ιの
だ
め
の
発
起
人

会
を
、
二
一
月
十
二
日
に
設
立
総
会
を
開

催
し
て
頂
き
、
民
間
組
織
い
よ
る
二
十

一
人
の
委
員
と
十
人
の
各
種
目
体
長
に

よ
ふ
委
員
会
が
設
立
さ
れ
三
訳
で
あ
る
。

町
、
つ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
長
一
い
日
で
見
与
っ
て
一
泊
、

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
台
い
て
、
こ

協
力
、
ご
指
導
会
賜
り
た
い
。

連
昨
日
に
つ
い
て
辻
、
委
員
会
で
山
山
さ

れ
る
色
々
な
発
想
山
中
に
は
斬
新
な
も

の
も
あ
る
か
と
巴
わ
れ
る
の
で
、
そ
の

ご
と
を
開
発
事
業
の
中
に
位
置
づ
け
る

方
が
、
町
民
各
伎
の
要
請
い
い
応
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、

L
か
る
べ
き

対
応
を
す
る
ご
と
が
良
い
何
で
は
な
い

か
と
去
7
1
る
の
し
か
し
、
事
業
に
よ
っ

て
は
、
各
々
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら

寸
J
U

」
ど
、
主
だ
J

。

i
j
i

〔

j

t

高
商
品
性
の
生
産

J
今
後
の
農
業
対
策

i

東
議
員
:
・
我
が
国
の
農
業
情
勢
に
つ

い
て

3
、
国
陪
酌
利
会
経
済
の
変
様
と

国
民
の
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
す

べ
て
の
震
・
帯
広
物
が
、
需
要
の
低
迷

に
よ
っ
て
生
産
過
剰
と
な
り
、
価
仲
村

ι

思
わ
し
く
な
い
た
め
、
生
産
意
次

L
減

退
の
傾
向
を
一
不
し
、
震
外
収
人
に
対
す

る
依
μ
け
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
み
か
ん
を
基
幹
作
物
と
す
る
本
町
で

は
、
イ
レ
ン
ジ
、
午
肉
な
ど
の
輸
入
拡

大
の
深
題
が
あ
り
、
曲
t
-
諮
産
、
川
工

食
品
の
輸
入
、
稲
作
に
つ
い
て
は
、
生

産
調
整
実
施
の
情
報
も
あ
る
。

農
業
従
事
者
の
尚
齢
化
が
進
み
、
後

継
者
の
開
通
し
の
た
た
な
い
農
家
が
大

半
早
川
し
山
め
る
状
態
の
中
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
北
一
付
し
て
、
「
同
一
九
-
戸
を
有

す
る
農
業
の
振
興
も
、
川
?
つ
よ
う
に
は

で
き
な
い
と
考
え
る
の
〔
¥
今
後
の
農

業
対
叶
恨
の
概
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

西
田
町
長
山
川
橘
産
業
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
ド
以
也
い
の
農
業
か
ら
柑
橘
を
除

ゆ
り
ぽ
ど
ろ
な
る
か
、
他
に
有
利
な
作
物

が
あ
る
か
、
と
い
ソ
た
テ

l
マ
の
も
L
」

弁
及
所
、
町
、
農
協
の
実
務
者
で
検
討

し
て
お

η
、
一
方
、
農
協
独
'
…
刊
で
第
三

次
民
業
振
興
計
画
を
策
定
中
で
、
こ
の

作
業
の
一
室
点
事
項
と
し
で
取
り
上
げ
て

む
り
、
「
作
れ
ば
売
れ
る
」
の
観
念
か

ら
消
費
者
一
一

l
ズ
に

myuk~、
日
商
品

性
の
生
産
へ
指
向
し
、
長
浜
な
ら
で
以

と
い
う
新
品
種
の
導
入
、
老
木
園
の
更

新
、
試
作
開
設
山
市
等
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
の

米
の
減
反
は
、
本
町
へ
も
昨
年
の
実

績
に
で
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
と
乗
什
一
し
井
一

四
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

H
標
而
積
が
配

分
さ
れ
で
い
る
。
実
施
閉
山
は
六
十
一
-

年
一
度
か

6
六
ヵ
年
と
し
二
年
毎
に
灰
分

し
て
一
期
と
二
期
と
に
分
け
、
恒
久
対

策
L
f
一
?
」
て
米
か
ら
他
の
作
物
へ
の
転
作

推
進
を
十
い
ら
い
と
し
て
い
る
。
本
町
の

米
の
生
産
量
は
、
住
民
の
需
要
企
賄
う

量
に
達
し
て
い
な
け
塊
状
で
、
問
題
点

も
多
く
、
今
後
協
議
会
を
設
置
し
検
討

持
一
求
め
て
対
処
し
た
い
。

農
村
地
域
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
働
力
の
高
齢
、
婦
女
子
化
が
進
展
す

る
中
で
後
継
者
仁
作
業
分
担
グ
叩
わ
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
機
械
化

農
問
地
の
団
地
化
が
必
要
と
な
る
現

在
活
問
主
見
出
す
に
は
時
聞
が
必
要
?

あ
川
、
今
後
関
係
省
の
英
知
を
求
め
、

開
発
事
業
と
の
関
連
に
ふ
お
い
て
対
策
を

講
じ
た
い
。

移
管
完
了
ま
で

機
能
を
保
持

j
藤
縄
@
長
浜
線
の

早
期
改
良
J

東
議
員
j
長
浜
・
藤
縄
線
ば
県
五
と

は
名
ば
か
り
で
あ
り
、
現
時
山
け
で
は
改

良
の
見
通
し
は
と
て
ら
れ
て
な
い
よ
う

で
あ
る
の
し
か

L
、
治
的
脈
位
民
立
こ
の

レ
一
に
非
常
に
関
心
が
高
く
、
一
日
も
早

い
改
良
整
備
が
な
さ
れ
る
ご
と
を
切
で
ん

局
、
い
る
。
現
況
と
し
で
は
、
内
動
中
の

増
加
、
車
両
の
た
刑
L

化
に
よ
っ
て
道
路

が
狭
く
な
り
、
大
変
苦
慮

L
で
い
ァ
Q

J

路
線
の
調
査
は
光
了
し
て
四
年
九
ハ
一
過
ぎ
、

県
と
の
ほ
界
の
杭
も
打
た
れ
て
い
る
の

こ
れ
に
つ
け
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
削

西
田
町
長
:
本
川
怖
が
長
一
山
町
域
内
に

間
ま
ら
ず
、
大
洲
市
に
も
ま
た
が
る
長

い
延
長
を
も
っ
路
線
む
あ
る
か
ら
、
愛

同
県
が
規
定
し
て
い
る
県
道
昇
格
に
伴

う
引
き
継
ぎ
規
定
を
満
足
き
せ
る
た
め
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に
は
原
則
と
し
て
、
県
道
と
し
て
の
移

転
登
記
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
作
業
に
は
相
当
の
費
用
の
支
出
が
予

測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
洲
市
と
の
協

調
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
移

管
が
遅
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
有
路

線
が
、
治
線
集
落
の
生
活
、
生
産
基
盤

の
根
幹
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
主
要
な
施

設
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
く
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
沿
線
各
地
域
の
発
展
が
阻

害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
移
管
完

了
ま
で
、
財
政
の
許
す
限
り
、
機
能
の

保
特
に
配
慮
を
払
う
つ
も
り
で
い
る
の

で
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

り

う

恥

千

四

唱

円

7

Q

山

0
3
H
h
額

万

本

財
…

M

M

f

l

い

げ

山

市

町

川

一

巾

白

川

資

刊

の

2
.
4

計

計

引

億

制

聞

は

億

加

入

自

凡

」
と

J

J

会

会

円

:

の

資

刊

新

別

別

回

1

予

知

額

引

削

古

川

川

札

仔

仁

川

山

晴

特

7y

計

人

一

内

定

試

益

川

日

弘

ー

万

1

問

1

業

億

会

収

:

F
信

又

l
I

額

F

算

当

8

計

劇

計

事

5

別

的

中

山

λ

ロ

い

ほ

計

千

予

度

内

会

診

1

会

付

]

特

)

話

三

叉

議

計

川

口

予

ι

初

年

ム

別

営

劃

計

別

貸

計

業

減

収

制

制

官

会

磁

人

間

当

前

億

特

直

刷

会

特

)

等

釦

会

事

M
m
l
日

本

日

業

4
収

お

駒

山

山

戸

一

川

棚

轄

焔

結

抑

制

凱

山

掛

川

資

制

時

凡

…

f

年

(

計

康

仇

康

(

設

劃

萱

5
築

U

樹

)

也

(

業

円

h
hロ
水

干

資

制

0

会

健

デ

健

刊

施

J

水

引

新

け

保

州

出

円

事

千

刊

本

用

2

和

た

般

民

久

民

千

湾

計

易

(

宅

円

人

的

海

千

道

日

5

法

業

問

凡

出

昭

し

一

国

(

国

2

港

5.
簡

川

住

f
老

久

臨

1

水

町

万

円

工

日

干

支

ま

I

I
円

I
万

{

(

{

千

I
U
[
(
[
万

I
m
9
万

I
久

6

的

目
的
叫
的
叫
的
則
的
則
的
則
的
則
的
則
的

u
h削
向
中
肉
則
的
剛
的
剛

hu

広
報
広
聴
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

行
に
要
す
る
経
費
二
百
五
十
八
万
五
千

円。
有
線
放
送
施
設
費
は
、
喜
多
灘
幹
支

線
、
沖
浦
線
、
長
浜
線
の
改
修
費
二
一
一
白

三
十
万
円
。
保
守
管
理
に
必
要
な
自
動

卓
購
入
費
な
ど
。

財
産
管
理
費
で
は
、
役
場
分
室
を
改

修
し
て
凶
書
館
に
す
る
た
め
の
経
費
と

本
棚
等
の
購
入
費
な
ど
。

企
画
費
で
は
、
青
島
浮
桟
橋
の
工
事

請
負
費
。
町
内
一
二
路
線
の
過
疎
パ
ス
補

助
金
五
百
五
万
円
、
離
島
航
路
補
助
金

と
し
て
、
長
浜
1
青
島
航
路
に
一
千
一
一

十
万
四
千
円
。

生
活
行
政
推
進
費
で
は
、
松
本
、
下

平
集
会
所
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

町
a

つ
く
り
対
策
費
で
は
、
長
浜
町
総

合
整
備
基
本
計
画
作
成
委
託
料
百
五
十

万
円
。
町
ゃ
つ
く
り
委
員
会
補
助
金
九
十

七
万
円
な
ど
。

電
算
導
入
費
は
、
マ
ス
タ
ー
作
成
、
ソ

有革方針に対蕗
昭和62年度当初予算

721 

1 f意 1、7807了6

← 一一一 議会@予算の使いみち今年度の特徴

新
し
い
事
業
や
、
特
に
力
を
そ
そ
ぐ

事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
な
ど
を
特
徴

と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度
斗
初
予
算
と

の
比
較
。
一
般
会
計
の
目
的
別
費
目
別

総
額
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の
総

額
に
占
め
る
同
費
目
予
算
の
割
合
。

地
方
財
政
を
と
り
ま
く

情
勢
は
更
に
厳
し
く
、
国

庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下

げ
等
に
よ
り
、
全
科
円
に

わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
い
、

財
政
の
健
全
化
を
基
調
に
、

国
と
同
様
な
方
針
に
基
づ

き
編
成
し
た
。
持
に
、
社

会
経
済
情
勢
や
行
財
政
改

示期開一一

て
主
寸
二

一d
町
イ
E

一一

了
者
二

一間一一

九

又

二

A
掛

川

二

全一一

一
の
韓
徴
一
川
一
川

革
方
針
に
対
応
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

一
般
行
政
経
費
の
徹
底
し
た
節
約
を
図

り
、
住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
十
直

結
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り

組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
二
・
七
%
の
伸
び
に
と
ど
め
、
建
設
事

業
費
の
う
ち
不
確
定
要
素
の
強
い
も
の

を
補
正
に
ま
わ
し
、
単
独
事
業
費
を
削

減
し
て
、
経
常
経
費
は
一
7
0
%
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
な
る
町
税
、
地
方

議
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地

方
交
付
税
等
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
実

績
を
基
に
慎
重
に
検
討
し
た
金
額
を
計

k
し
て
い
ま
す
。

1，317万 2干円

総務費

一
般
管
理
・
文
書

.
広
報
・
布
線
放
送
一

電
話
・
財
産
管
珂
・
一

j

企
画
・
事
務
連
絡
・
一
服

生
活
行
政
一
ロ

位
進
・
徴
一
刊

脱
・
戸
籍
一

3

住
民
政
日
々
回
一
日

一
nu

-
選
挙
な
一
日

ど
の
こ
と
一
億q

t
u
 

ヲ
)
使
う
む

会
の
こ
と

八 タグ 一一
千イラ文 問|
円ブフ書 唱

。機 IJ誉費 つ
等当:は ノ

すき J対 H
I ~ I 竺乞 ノ

ス 7 YK. 

21竺費
三Jh丙な
え型リど
7ゴvでソ

フ
ト
開
発
委
託
料
六
百
三
十
九
万
円
。

選
挙
関
係
で
は
、
四
月
十

A

一
口
執
行

の
県
議
会
議
員
選
挙
に
必
要
な
経
費
~
一
一

百
五
十
四
万
二
千
円
。
七
月
十
九
日
任

期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
選
挙
に
百

五
十
三
万
六
千
円
な
ど
。

費

金に 」ー

の f吏助災保・民祉!手重祉老
ごうな害護生年・チ併
とおど以・活金国福祉児福

5億6，453万 8千円 (17.3%)

生民ア
ン
マ
機
な
ど

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
金
三
百
二
十
三
万
七
千
円
。

重
度
障
害
者
医
療
費
に
一
千
二
百
三
十

一
万
九
千
円
。
母
子
福
祉
は
、
零
歳
児

医
療
費
に
二
百
八
十
七
万
四
子
円
。
母

子
家
庭
医
療
費
に
四
百
二
十
八
万
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
年

金
に
二
百
三
十
二
万
円
。
敬
老
会
関
係

に
問
百
八
十
四
万
四
千
円
。
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
費
に
百
一
万
八
千
円
。
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
負
担
金
と
し
て
百
三
十

万
円
。

児
童
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
手
当
の

大
幅
改
正
で
A
7
年
度
は
て
年

H
に
当
た

り
、
一
千
九
百
七
十
一
万
八
千
円
。

国
民
年
金
で
は
、
徴
収
手
数
料
な
ど

あ
わ
せ
で
ゐ
千
八
百
十
万
一
千
円
。

地
万
改
善
対
策
費
で
は
、
負
但
金
・
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補
助
金
な
ど
あ
わ
せ
て
一
子
八
百
六
万

六
千
円
。

保
育
所
関
係
で
は
、
前
年
度
よ
り
間

百
八
十
四
万
二
千
円
増
の
一
一
億
一
一
千
四

百
六
十
三
万
八
千
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
費
で
は
、

白
治
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
ア
ン
マ

機
を
購
入
。

宮署冨-醤彊

衛 生費
のうど処・害般街
こわに理汚防・生保
と金使な物止公全健

2億7，365万3千円 1(8.4%)

望盟毘

肝
臓
機
能
検
査
な
ど

一一一 一一議会・予算の償いみち今年度の特融

保
健
衛
生
費
と
し
て
、
十
間
以
上
及

び
一
一
一
十
回
以
上
の
献
血
者
に
対
し
て
の

記
念
品
代
な
ど
四
万
八
千
円
。
健
康
守
つ

く
り
関
係
の
小
冊
子
作
成
の
た
め
の
費

用
五
十
九
万
二
千
円
。
野
犬
の
捕
獲
器

一
台
を
購
入
す
る
経
費
な
ど
十
一
万
円
。

こ
の
ほ
か
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
管

理
に
重
点
を
お
き
、
健
康
相
談
な
ど
各

保
健
事
業
を
推
進
し
、
特
に
A
7
年
度
は

貧
血
検
査
に
加
え
、
肝
ぞ
う
機
能
検
査

(
採
血
)
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
(
動
脈
硬

化
)
検
査
を
受
診
者
全
員
に
実
施
し
、

老
人
保
健
事
業
の
一
般
診
査
費
三
百
十

万
五
千
円
を
計
上
。

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
の
高
場

の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
「
健
康
ま
つ

り
」
を
実
施
し
、
健
康
ゃ
つ
く
り
の
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
o

ぜ込
農
業
一
%

・
林
業
↑

M

.
漁
業
一
陀

関
係
な
一
千

一

内

J
L

ど
に
使
一
万

う
む
金
一
仰

の
こ
と
一
一
日

農林水産業費

喜
多
e

沖
浦
漁
港

の
改
修
な
ど

農
業
委
員
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
優
良
農
地
保
全
の
為
の
委
員
会

活
動
費
及
び
、
農
地
調
整
費
用
な
ど
の

経
費
一
千
百
二
十
四
万
六
千
円
。

農
業
振
興
費
は
、
農
業
生
産
、
流
通

基
盤
整
備
事
業
及
び
、
生
産
性
向
上
の

た
め
の
諸
事
業
に
関
す
る
補
助
金
、
各

種
協
議
会
の
負
担
金
等
八
百
八
十
八
万

七
千
円
。

林
業
費
は
、
林
業
振
興
事
業
と
し
て

国
・
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
た
整
備

事
業
な
ど
の
経
費
一
千
ヒ
百
五
十
七
万

一
千
円
。

水
産
保
興
費
は
、
漁
船
川
管
理
施
設

工
事
費
の
ほ
か
、
漁
業
資
源
に
対
す
る

増
姐
、
培
養
、
放
流
事
業
や
、
漁
業
振

興
漁
場
整
備
の
た
め
の
補
助
金
一
千
七

百
九
十
五
万
九
千
円
。

漁
港
建
設
関
係
は
、
喜
多
漁
港
、
沖

浦
漁
港
の
改
修
、
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
の
経
費
と
、
各
漁
港
の
維
持
管
理

費
等
と
合
わ
せ
て
、
二
億
八
千
百
六
十

八
万
九
千
円
。

県
単
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
域
の

ム
口
農
道
改
良
工
事
の
ほ
か
九
か
所
の
舗

装
。
水
路
の
改
良
、
ま
た
単
独
に
よ
る

補
修
費
。
県
単
林
道
改
良
事
業
と
し

て
、
叶
松

1
足
山
線
の
経
費
な
ど
。

土木費
のうど方包 i重 ill
こ土に設安・下 i巷;口I道
と会伎な全交水湾川路

3 j意1，835万 4千円 (9.8%)

品
町
道
の
改
良

舗
装
な
ど

国
庫
補
助
、
県
費
補
助
な
ど
を
活
用

し
て
、
町
道
柿
の
久
保
線
ほ
か
の
改
良
、

舗
装
費
な
ど
。

こ
の
う
ち
、
町
道
大
平
線
を
国
庫
補
助

で
実
施
。

港
湾
に
つ
い
て
は
、
内
港
清
掃
費
等

を
計
ト
ミ

下
水
道
新
設
事
業
と
し
て
、
下
平
地

区
。
小
浦
地
医
の
排
水
施
設
環
境
整
備

費
と
維
持
補
修
費
等
を
計
上
o

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
費
を
計
ト
し

0

災害毎!日費
おるか災
金た所害
のめをを
こに復受
と使!日 け

町
道
大
谷
口

1
H
の
浦
線
災
害
復
旧

費
な
ど
を
計
上
。

商 工 費
と金使関

のう係観工商
こむに光業業

商
工
業
振
興
費
な
ど

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
補
助

金
及
び
、
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資

に
必
要
な
預
託
金
、
ま
た
観
光
費
は
、

事
業
推
進
の
た
め
の
補
助
金
、
負
担
金

を
。
こ
の
ほ
か
観
光
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
街
路
灯
の
修
繕
費

及
び
、
公
園
等
の
推
持
管
理
に
必
要
な

経
費
を
計
上
。額時→)

消防費
と{r;: f史た ~)j

のうめ災 15方
こ む に の 火

防
火
水
槽
二
基
な
ど

960万円 (0.3%)

柿
の
久
保
防
火
中
小
槽
(
四
十
ト
ン
)
一

基
、
ム
ノ
坊
浜
防
火
水
槽
(
一
一
十
ト
ン
)
一

基
を
設
置
。
ま
た
、
白
滝
分
団
第
ゐ
一
部

配
備
の
積
載
車
購
入
費
及
び
、
青
島
分

団
へ
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
費
な

ど。

2，110方 3千円 (0.6%)

教育費

れ用な{建民お般教育
ま も ど f本館金に育・学
j 合 の 育 ・ で 使 の 社校

ま費. i呆公う全会 教

2億7，379万円 (8.4%)

図
書
室
を
移
転

長
浜
町
体
育
館
の
問
書
室
を
、
役
場

分
室
(
元
森
林
組
合
事
務
所
)
に
移
転

し
、
利
用
度
を
高
め
る
た
め
の
整
備
。

大
和
小
学
校
が
小
規
模
指
定
校
と
な
り
、

他
地
域
の
小
学
校
(
柴
・
且
R

茂
)
を
協
力

校
と
し
て
、
合
同
運
動
会
・
水
泳
大
会

・
ク
ロ
ッ
キ
ー
(
凶
工
)
な
ど
の
共
同

学
習
の
場
を
設
け
、
集
団
の
中
で
協
力

活
動
や
、
交
流
活
動
な
ど
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
事
業
を
推
進
。

白
出
仏
教
室
惟
進
事
業
と
し
て
、
中
学

校
全
生
徒
及
び
、
全
教
職
員
が
国
立
青

年
の
家
で
一
一
-
泊
四
日
の
ん
口
同
街
泊
を
行

い
、
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
、
地
域
見

学
、
肝
外
出
動
(
キ
ャ
ン
プ
)
天
体
観
測

な
ど
、
自
然
環
境
の
中
で
の
集
団
宿
泊

生
活
を
通
じ
て
、
人
間
的
触
れ
合
い
を

深
め
る
。

パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
秘
蔵
の
世

界
的
名
画
の
完
全
一
複
製
品
四
十
点
を
購

入
し
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
の
同
工

室
に
常
時
展
示
し
、
小
中
学
生
の
情
操

教
育
の
向
し
し
を
阿
る
。

1 i意1，026万9千円 (3.4%)
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歪護軍藍翠理室豆翠窒号室室主

す b

c 手念

額
で、
五

銭議会費
多こわにの令
7と金使た蓮町
包 のうめ邑 主義
--"_) 

三6，300万 3千円
ま(l.9%) 

三麦茶

労
働
条
一
則

論
費
件
の
改
善
↑
川

弘

司

将

訪

な

ど

の

た

一

田

川

誕
祭
主
組
閣
め
に
使
う
一
千

点
以
イ
!
?
一
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し
で
、

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
体
操
用
マ

y

ト
及
び
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
用
支
柱
を
購

入
す
る
た
め
、
備
品
購
人
費
と
し
て
七

卜
一
万
八
千
円
を
計
上
c

総
領
で
は
四
十
九
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す

主茎蚕官空室室主歪翠主主主主二平歴噛盟国議会。その他決まったこと白盤

す
。総~

額 fゴ~11 ， r'Ja~

七、 岬祈tJ;;:::;1:lf
;羽目見地
話会慣費
く と金の
なの i区 f昔
っ こ済金
て 一一一一一一一ー
い 61i意1，322万3千円
ま (18.8%)

-9 
o 系金主

額
で

十

ま予備 壁
く金に μ つじ
なの f吏白守 で め あ
っこう .LJ.い定ら
でと台タトるまか

ま 766万 2千円 (0.2宇品)

合議会

いる病約療
ま医千八費
す療 s)j%が
。費対の大

の策{中 rTIii
仰及びド
制びと伊 8億九142万9千円
を、なび等
図広ったに l去
る報でこよ療
こ j舌いとり j'Z
と動まに、手frf
に符 d よ高の
しに。三額向
て よ 疾 ¥ 医 上

国 民 健 康
保険

老人保漣
5億7，067万 B千円

掛懇
老
人
保
健
法
の
改
正
に

よ
り
、
一
部
負
担
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
医
療
費
を
低
く
見
込
ん

だ
た
め
に
-
千
百
三
十
八
万
五
千
円
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
対
象
者
は
千

五
百
十
-
人
)

国保直診
721万 2千円

需
診
療
収
入
の
増
額
が
見

込
ま
れ
な
い
た
め
、
単
年

度
事
業
赤
字
額
引
五
十
六
万
六
千
円
及

び
、
累
積
赤
字
額
解
消
分
百
万
円
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
、
赤
字
解
消

に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
空
す
り

臨 海 土 地
造成事業
81:意5，477万 1千円

A
7
年
度
は
、
関

口
部
百
メ
ー
ト
ル

の
護
岸
概
成
と
、

護
岸
上
部
の
工
事

費
及
び
、
借
人
金

に
対
す
る
利
息
等
を
計
上
。

凡
又
-

J

コ
ロ
一
円

L

也
一
千

L
h
リ
=
，
L

湾一開
港一九

住宅新築資金
等 貸 付 事 業

3，294万円
港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、

一
千
三
百
十
七
万
二
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

る 修 新 ハ
見 ー 築 本 ( .h 
込イ牛 今年 ιj./d 
み の イ 牛 度 4乙当純-;

で希、は l・E卜』吋
す望住、 l酬片廿-r

O が宅住-L.Ia..lニ=-.L
あ改宅

簡易水道事業
1億九780方自千円

行の豊
わ主主茂今
れ備地年 l

ま 事 区 度 l"iア
す業簡は広丈1

0 が易 I II 

禁去さ|ょ雨
亡露両院#J
ーと 量生

ーjーコriJ
)主 IJ<道事 業

雪 (頭書の通り)

行久と
う 保 今 今
ご地坊年
と 区 地 度
にヘ区は
なの及、

つ送び i争
て酉己 、ァk
いオt中市左包
ま管 の設

今
、
川
副
PLhyljι
一一
一

(H縄
問
削

長
浜
町
の
開
発
事

業
に
伴
っ
て
、
工
業

用
水
の
需
要
が
増
大
し
ま
す
。
そ
の
た

め
の
ぶ
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
今

年
度
は
水
源
の
調
査
を
し
ま
す
。

Atム
H
会
食
品
H
ム
H
食
品
H
会
合
斗
プ
ヴ
パ
4
1
A
V
寸
ー
女
合
す

工業用
水道事業

(頭書の通り)

庁
舎
建
設
基
金
な
ど

一
船
会
計
補
正

昭
和
し
八
十
一
年
度
一
般
会
計
に
九
十

二
万
五
千
円
(
専
決
)
と
、
七
千
六
十

九
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
叡
は
三

十
九
億
九
千
八
百
九
十
一
万
川
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
退
職
手
当
組
合
負
担
金
一

千
七
百
四
十
五
万
八
千
円
。
庁
舎
建
設

廿
相
会
三
千
万
円
。
港
湾
整
備
基
金
一
二
千

万
円
。

一
民
生
費
}
身
体
障
言
者
ホ

i
ム
ヘ
ル

パ
1
委
託
料
六
万
六
千
円
。
老
人
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

l
設
置
委
託
料
五
万
五
千
円

な
ど
c

一
円
以
林
水
産
業
費
一
高
峰
農
道
工
事
請

負
費
。
作
業
林
道
開
設
補
助
金
百
四
十
五

万
七
千
円
な

F
o

収
入
設
に

日
田
さ
ん
を
再
選
任

長
浜
町
収
入
役

日
間
稲
生
さ
ん
(

L

ハ
問
)
は
、
四
月

一
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
同

氏
を
収
入
役
に
再
選
任
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
果
、
万
場
以
で
同
意
さ

れ
、
収
入
役
に
決
ま
り
ま
し
た
。

圏
定
資
産
評
価
審
査
委
員

藤
井
さ
ん
を
再
選
任

v

長
浜
町
同
定
資

撫
ヤ
一
時
一
w
h
F
J

産
評
価
審
査
委
員

一
ぺ
鱒
減
税
一
kxv
会
委
員
藤
井
嘉
友

J
P了
一
明
日
裕
一
ー
さ
ん
一
五
八
)
は
、

気
一
二
月
三
十
一
日
で

問
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
の
た
め
、

後
任
委
員
に
同
氏
を
再
選
任
、
議
会
の

同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
で
同

意
さ
れ
同
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
、
一
二
役
、

教
育
長
給
与
を
改
正

「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

粂
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入
役
給

与
条
例
」
の
一
部
が
改
正
き
れ
、
今
年
の

凶
月
か
ら
報
酬
や
給
料
月
額
を
次
の
と

お
り
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
)

は
改
正
前
の
額
。

一
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長
U

十

九
万
六
千
円
(
卜
八
万
九
子
円
)
マ
副

議
長

l
十
六
万
一
一
千
円
(
十
五
万
八
千
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円
)
マ
議
員
リ
十
五
万
円
(
十
四
万
六

千
円
)

一
町
三
役
}
町
長

1
五
卜
九
万
七
千
円

(
五
十
八
万
二
千
円
)
マ
助
役

1
四
十

八
万
七
千
円
(
四
十
七
万
五
千
円
)
マ

収
入
役

l
間
十
五
万
三
千
円
(
四
十
四

万
一
千
円
)

一
教
育
長
一
間
十
二
万
六
千
円
(
四
十

一
万
四
千
円
)

主

T
Hリ
挫
凶
問
、
守
人
氏
以
式
、

4
T
B
1
4孝
雪

の
報
酬
額
も
改
正

曲
一
辰
夫
女

蓋盗塁震嘉吉デ

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の
「
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
」
等
の
「
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
粂
例
の
一
例
を
そ
れ

ぞ
れ
改
正
し
て
、
こ
と
し
の
四
月
一
日

か
ら
報
酬
額
を
次
の
と
む
り
改
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
(
)
は
改
正
前
の

百
同
べ

O

実ロ
{
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員

1
十
八
万
二
千
円
(
十

七
万
八
千
円
)
マ
知
識
は
叫
験
委
員
H
H
二

十
-
一
万
円
(
二
十
一
万
五
千
円
)

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長
リ
四
万
四
千
円
(
四
万
三
千
円
)

マ
委
員
リ
二
一
万
九
千
円
(
三
万
八
千
円
」

{
教
育
委
員
会
委
貴
報
酬
年
額
}
委
員

長
リ
二
十
三
万
四
千
円
で
一
十
二
万
八

千
円
)
マ
委
員

1
一
一
十
万
八
千
円
(
二

十
万
三
千
円
)

{
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
会
長

日
十
八
万
二
千
円
(
十
七
万
八
千
円
)

マ
会
長
代
理

l
十
六
万
八
千
円
(
十
六

万
同
千
円
)
マ
委
員
U

十
五
万
一
二
千
円

(
十
五
万
円
)

亙盟国組畠醤毘山幽臨一一一職員移動一…一一…ーマ骨材一

町
勢
の
発
展
に

企
業
主
地
健
進
条
例

長
浜
町
企
業
立
地
促
進
条
例
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
c

こ
の
条
例
は
、
長
浜
町
が
造
成

F
る

今
坊
地
区
及
び
第
一
次
開
発
事
業
に
係

る
長
浜
地
問
の
理
EU-
造
成
地
へ
仁
場
等

を
新
設
V
ん
は
移
転
す
る
企
業
に
対
し
て

奨
励
措
置
を
講
ピ
、
企
業
ウ
一
地
を
促
進

し
て
、
本
町
の
都
市
再
開
発
、
産
業
一
の

振
興
及
び
雇
用
の
確
保
を
阿
り
、
町
勢

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
門
的
と
し
で

い
ま
す
。一

五
三
区
を
新
設

区
設
置
条
関

長
浜
町
医
及
び
医
長
設
置
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
一
五
コ
一
区
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
下
須
戒
の
前
奥
地
区
で
あ

る
第
九
十
九
区
の
世
帯
の
う
ち
、
大
和

団
地
の
三
ト
二
叶
一
帯
を
四
月
一
円
か
ら

分
離
独
立
し
て
百
五
十
一
一
一
区
と
す
る
も

の
で
す
。

凶
百
人
に
削
減

消
防
団
員
の
定
員

長
浜
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
定
員
四
百
五
十
人
を
四

百
人
に
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
所
基
準
を
制
定

保
育
所
入
所
措
置
条
例

長
〉
浜
町
立
保
育
所
入
所
措
置
条
例
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
福

社
法
施
行
例
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
町
村
が
児
童
を
保
育
所
へ
入

所
さ
せ
る
場
合
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た

も
の
?
ナ
。

陳
情
文
書
を
採
択

戒
川
小
川
f
校
P
T
A
会
長
久
保
田
三

千
治
さ
人
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
「
戒
川

小
学
校
校
会
改
築
枚
び
に
体
育
館
新
築

に
つ
け
で
」
の
限
枯
文
書
は
受
理
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

税
制
改
革
に
関
す
る

意
晃
童
聞
を
採
択

議
員
提
案
の
税
制
改
革
に
関
寸
一
色
意

見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
円
こ
れ
は
、

今
回
の
税
制
改
革
の
う
ち
売
上
税
を
導

入
す
る
と
、
大
幅
な
物
価
の
上
昇
を
招

き
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
政
府
及
び
国
会
に
わ
い
て
慎

重
に
審
議
を
尽
く
す
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
す
。

売
よ
税
導
入
に
震
対
の

請
願
味
不
捷
択

売
上
税
に
反
対
す
る
愛
媛
県
連
絡
会

会
長
西
川
恵
夫
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
「
売
上
税
(
大
型
問
按
税
」
の
導
入

に
反
対
し
マ
ル
優
制
度
を
存
続
す
る
よ

う
国
へ
の
意
見
書
」
を
求
め
る
請
願
文

書
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
締
結

(
変
更
)

昭
和
六
十
一
年
度
農
林
業
地
域
改
善

対
策
事
業
高
峰
農
道
新
設
工
事
は
、
三

千
六
十
四
万
四
千
円
で
株
式
会
社
清
水

建
設
と
請
負
契
約
(
を
更
」
を
締
結
す

る
こ
と
が
本
認
さ
れ
ま
し
た

4
月
1
日
付
け
で

長
浜
町
職
員
の
人
事
異
動
を
四
月
一

日
付
け
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
異
動

者
総
数
は
二
十
六
人
。
内
訳
は
次
の
通

れ
リ
。

課
長
級
三
人
、
課
長
補
佐
級
四
人
、

係
長
級
五
人
、
主
任
主
事
級
ニ
人
、
主

事
級
五
人
。

今
回
の
異
動
で
は
機
構
改
革
を
行
円

建
設
課
の
用
地
係
を
廃
止
し
、
管
理
係

ヘ
統
合
、
漁
港
係
を
新
設
し
た
こ
と
及

び
、
経
済
課
の
農
林
振
興
係
及
び
農
林

施
設
係
、
漁
港
水
産
係
を
廃
止
し
、
農

林
水
産
係
、
農
業
土
木
係
を
新
設
し
た

こ
と
で
す
。

四
月
一
日
付
け
で
異
動
し
た
職
員
は

次
の
通
り
。
(
)
は
旧
任
。
@
は
昇
任
、

非
格
。
一
順
不
動
)

一
課
長
額
一
税
務
課
長
・
渡
辺
敬
(
税

務
謀
参
事
)
@
老
人
ホ
ー
ム
岡
田
長
補
佐

山
崎
一
義
(
経
済
課
長
補
佐
兼
農
業
妥

員
会
事
務
局
長
)
色
建
設
課
主
幹
兼
蒜

長
補
佐
(
漁
港
担
当
)

a

ト
ボ
ド
保
利
(

建
設
課
長
補
佐
)
{
課
長
補
佐
瓶
一
経
済

課
長
補
佐
兼
農
業
土
木
係
長
・
笹
本
栄
一

(
経
済
課
長
補
佐
校
長
林
振
興
係
長
)

マ
経
済
課
長
補
佐
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
・
平
田
友
幸
(
住
民
課
主
幹
補
)
①

教
育
課
長
補
佐

E

下
回
健
二
一
(
教
育
課

事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育
係
長
)
①
経

済
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
水
産
係
長
・

山
根
勇
一
(
経
済
課
農
林
施
設
係
長
)
{

係
長
級
}
建
設
課
管
理
係
長
・
植
杉
岳

志
(
建
設
課
用
地
係
長
)
マ
建
設
課
漁

港
係
長
国
菊
地
洋
一
へ
経
済
課
漁
港
水

産
係
長
)
マ
教
育
課
学
校
紋
育
係
長
田

宇
都
宮
芳
文
(
教
育
課
社
会
教
育
係
長
)

①
教
育
課
社
会
教
育
係
長
・
菊
地
邦
求

(
教
育
課
社
会
教
育
主
事
)
マ
建
設
課

漁
港
係
技
師
・
山
本
安
広
(
経
済
諜
技
師
)

{
主
任
主
事
級
}
経
済
課
・
吉
田
直
人

(
総
務
課
)
マ
建
設
課
・
楠
野
茂
利
(

総
務
課
)
一
主
事
級
}
住
民
課
a

菊
池

烹
美
子
(
長
浜
小
学
校
)
マ
経
済
課
・

長
徽
(
建
設
課
)
マ
建
設
課
・
藤
岡
章

問
一
統
済
課
)
マ
長
浜
小
学
校
@
吉
田
明

美
へ
教
育
謀
)
マ
総
務
課
・
津
凹
博
幸

(
開
発
課
)

一
主
席
主
任
保
母
額
一
長
浜
保
育
所
・

藤
淵
美
枝
子
(
出
海
保
育
所
)
マ
出
海

保
育
所
・
大
成
節
子
(
長
浜
保
育
所
)

一
主
任
保
母
級
一
白
滝
保
育
所
・
梶
本

幸
手
一
、
大
和
保
育
所
)
{
保
母
級
一
櫛

生
保
育
所
-
宮
本
邦
子
(
出
海
保
育
所
)

長
浜
保
育
所
・
吹
春
み
ね
チ
(
沖
浦
保

育
所
)
{
臨
時
}
白
滝
保
育
所
・
楠
好

幸
子
(
櫛
生
保
育
所
)
マ
住
民
課
・
松

田
仁
美
(
長
浜
保
育
所
)

H

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
N

総
務
課
・
河
野
川
川
久
マ
建
設
課
・
久

保
正
人

H

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
山

{
退
職
一
教
育
課
参
事
・
洞
井
義
昌
マ

経
済
課
参
事
・
石
丸
英
雄
マ
税
務
課
長

友
津
敏
マ
衛
生
課
主
幹
補
・
大
野
智
マ

老
人
ホ

l
ム
園
長
補
佐
・
久
保
博
道
マ

老
人
ホ

i
ム
寮
母
・
富
岡
ト
シ
コ
マ
白

滝
保
育
所
調
理
員
・
児
一
士
ク
ミ
子
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庁 一一一

一
彦
生

F
C
ト

Rυ
白
幻
自

に
J

ま
ナ
取
引

回

国

田

本

西

上

田

町長

助役

収入役

謀

長

主
幹
校
球
長
補
佐
山
下

深
長
補
佐

(
庶
務
消
防
係
)

(
兼
)
係
長

主

査

主
任
主
事

山
下

都
築

成
田

主

任

主

事

土

地

主

事

周

一

見

正

志

主

事

熊

本

真

弓

婦
人
交
通
指
善
良
稲
岡
美
恵

f

(
企
画
調
整
係
)

係

長

洲

尾

主

任

正

事

松

岡

(
財
政
係
)

草
郡
一
一
係
長

主
任
七
事

主

事
(
文
書
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
大
肝

主

査
70: í'~ :ì-'~ L i二事

任務
事 上査専干F

す L 一門，...，.
. - 補 挙事長員報
壬奥 兼 有
手 係線

長係
菊河三都大政)
地野浦築 里 子 所

…Lミ

県
派
遣
・
市
町
村
課
)

事

津

田

博

ず
真
鍋

勝 国 典
延 広 秋

山
本

末イ言 fl 因
子重 i[広

陽計
士見手E

清犬山
水本本

1.:表日召目券
則裕延

横
道

立(
見

友
邦

泰
俊

小
富

直
重

悟
久

直
美

間

本

〈

ゴ一日

j

主
幹
「
県
職
員
)

言果
長
干前
イヰ:

L県
耳哉
員

J: 大
I 11:市'l'J

ポ
長
補
件

県
よ
ニ
三
由
二
仁

口

1
4千
i
t

(
企
画
係
)

(
兼
)
係
長

主
任
主
事

主

事(
管
理
係
)

係

長

主
任
、
一
上
事

(
企
業
誘
致
係
)

校

係

長

(
港
湾
整
備
係
)

「

兼

」

係

長

大

軒

主

任

主

事

問

田

勇

fJtcj 
l品]

久
í~~ 

J~ 

長

凶
十
九
三
自
主

H
i
t
-
d
み
併
l
t
ι
l

(
住
民
税
係

係

長
会

ド(
固
定
資
産
税
係
)

専
務
専
門
員
兼
係
長
中
野

1~_ ;j{ 
)') 

11 
芳

日月 {言
慶治武
イ言左佳 f言

ミ西と
秋山満
レ
イ健治
子市雄

文敏
章博

;11 

慶
信

好式
光信

iC室
i互

荷文

111 
L IJt! 

孝貫貴
夫

(
収
納
係
)

係主主

事長事

稲

川

(
国
土
調
査
係
)

主
任
主
事

事
務
専
門
員
兼
係
長
小
野

主
任
主
事

岡
本

r
一正・8

ム

深
長
補
佐

課
長
補
佐

(
福
祉
施
設
係
)

(

兼

)

係

長

藤

沢

主

事

川

内

二

宮

正

昭

大
本
み
つ

f」ぷ

?R i竜
寸三 l人]

時ヨ イ占者
.ll:>' 1Al，; 

貝IJ f: 歳

上
川
苗
円
敏

藤

沢

豊

彦

佐
々
木
汗出いぷ

け

f
f
J

(
同
和
対
策
係
)

(
兼
)
係
長
佐
々
木
一
此
打

、

士

事

久

井

(
福
祉
年
金
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
平
出

主

査

新

旧

主

任

主

事

大

同

友

事

情

地

(
住
民
係
)

係

長

主主主
{f: f壬

事 事 事

英尚道豊
}こ f 夫子

1
1
 

川
い
J

叶

~ホ
i
千

成

い

い

k
利

友
沢
あ
っ
一
p
j

菊
地
忠
美
子

J果

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

(
国
保
係
)

係

長

主
任
主
事

主
任
主
事

(
衛
生
係
)

係

長

主
席
主
任
看
議
婦

保

健

婦

保

健

婦

保

健

婦
(
環
境
係
)

係

長(
焼
却
場
)

主
任
主
事

嘱

託
式果

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

(
農
林
水
産
係
)

ゴ二 1士 事

任歪
主門

事事員
兼
f系
長

JI二占 山

上川根

高
橋

石

住

武

俊

山
根
カ
ヨ
子

宇久村
松ミ f呆 1: 
や 田

9- 1建 ~2k
二子市 15 

西

本

幸

雄

平
間
美
佐
子

一
宮
和
子

原

間

雅

チ

深
部
美
智
子

久
保

博
Eヨ

11I 干公
干艮石

之
道

治
彦

久
保:

平
田

友
幸

笹
本

栄裕直勇
司工人一

(
農
業
土
木
係
)

(

兼

)

係

長

笹

本

主

事

亮

主ム

事

(
商
工
観
光
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
叶
本

主

査

日

肝

栄

森
内
郊
一
一
郎

チ父

「紋
I1ij 

1" 11 

用
木
一
一
一

J

え

れ

も

h
u

-

-

1

ノ

l

主
幹
校
課
長
補
ト
什
木
下

西
川

課
長
補
佐

主 f系

(
管
理
係
)

長査事事

主主

(
都
市
計
画
係
)

係

長

重

松

(
公
共
土
木
係
)

(

萩

)

係

長

西

国

主

任

主

事

三

秋

主

事

補

久

保

dム

(
漁
港
係
)

係

長

技

師

主
任
主
事

主

事
(
港
務
所

港
務
所
長

主
任
主
事

f呆寿
孝干IJ

久在 tイ担
保 下 杉

キ己
嘉治久!己
革i2 ffi ，~~ 

直
博

正 敦
人司孝

楠山句
型「本 I也

y交安ィ下
手rjJj、

E'奈
川]

阜
市
川

上
山
富
喜
男

亀

田

稔
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教

育

長

課

長

昭正
夫統

池木
}二回

l'~ 手口

田田

健正
ー義

課
長
補
佐

課
長
補
佐

(
学
校
教
育
係
)

{系

長

宇
都
宮
芳
文

本

園

長

小

川

平

園

長

補

佐

山

崎

一

義

主
席
主
任
栄
養
士
大
橋
京
子

主

任

看

護

婦

平

田

由

美

チ

主

事

大

野

良

f

事

-

藤

豊

主寮

母

寮

母

寮

母

寮

母
調

理

員

調

理

員

用

務

員

清

水

藤

子

一
宮
ト
モ
エ

清

水

愛

チ

松

本

和

重

永
木
喜
美
子

山
、
中
イ
チ
エ

寺

坂

満

子

(
喜
多
灘
連
絡
所
・
今
坊
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

矢

野

上

和

雄

(
櫛
生
連
絡
所
・
櫛
生
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

山

本

多

喜

男

(
社
会
教
育
係
)

f系

長

菊
f也

手目
求

中
央
公
民
館
主
事

小
央
公
比
館
主
事

中小
[11 宇本

主
E力

士
口
{
女

指
導
員
(
嘱
託
)
岡
野

指
導
員
(
嘱
託
)
鎌
田
リ
ヨ
ゴ

月券
毎文

(
出
海
連
絡
所
・
出
海
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

坂

東

敏

幸

(
豊
茂
連
絡
所
・
豊
茂
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

二

円

内

義

道

(
大
和
連
絡
所
・
大
和
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

藤

本

富

雄

(
白
滝
連
絡
所
・
白
滝
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

律

憲

一

級
機
物

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

矢

野

上

和

雄

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

山

本

多

喜

男

傷
物
物
務
mm

級
編
物
務
務
後
援

(
青
島
診
療
所
)

看

護

婦

赤

丸

(
櫛
生
診
療
所
)

看

護

婦

高

山

(
出
海
診
療
所
)

主

任

看

護

婦

宝

生

恵
r
T

美
香

一房子

長

克

課

矢

野

主
幹
兼
課
長
補
佐
大
見

(
庶
務
工
水
係
)

係

長

清

水

俊

一

二

一

ト

士

事

久

保

美

恵

L
J

事

藤

本

修

二

と?
刀て

主

(
豊
茂
診
療
所
)

主

任

看

護

婦

版

川

嘉
代

(
長
浜
小
学
校
)

主

事

吉

間

(
長
浜
中
学
校
)

主

事

城

μ
広
美

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

調

理

員

中

谷

ト

リ

工

明
美

(
長
浜
保
育
所
)

所

長

ド

川

美

澄

主
席
主
任
保
母
藤
淵
美
枝
チ

主

任

保

母

木

之

本

律

子

f呆

吹
春
み
ね
千

t ミ上

言借df呆 {呆

I'宅

員 R土母

佐
竹
千
恵
子

吉
岡
と
よ
チ

笹

本

直

江

(
工
務
係
)

係

長

主

事

谷森
上川

真純
↑再 1J~

室

長(
会
計
係
)

係

長
主
任
主
事

(
白
滝
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
丙
宮

主
席
主
任
保
母

主
壬
口
本
吐

d

{
f
i
 

f呆主ミ
fモ
{呆

11]: ド土
(
沖
浦
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
玉
井

主
席
主
任
保
母
川
村

訴J i呆

王型

員母

波
多
野

進

富
岡

亀
古

松
本
伊
代
子

幸
子

戎梶三宮
本好同

Ii 1;く
月子

裕幸
T 了

徳
美

恒
子

j良矢
本里f

満 幸
子了

(
櫛
生
保
育
所
)

所

長

山

本

美

智

子

主
一
席
主
任
保
母
石
川
令
子

主

任

保

ほ

平

野

悦

子

主

任

保

母

鈴

木

佳

代

子

保

母

大

野

ギ

ン

チ

保

母(
出
海
保
育
所
)

所

長

西

岡

主
席
主
任
保
母
大
成

主
壬
呆
手

4
し

E

二一，
1
ィ
l

i

s

n

y

一一
宮
本

手13

1'-

智長官房
{1;';了子

主 f:']
iJ: 
1三
事長

松宮
本田

t台猛i
千義

事
務
局
長

(
兼
)
主
宣

H 斗三
里子田

友
幸

敏
子

f呆

直:
美

ft士

調

理

只

田
丸

富
十支

(
大
和
保
育
所
)

所

長

谷

川

俊

r
T

主
席
主
任
保
母
萩
森
用
禁
子

主
任
保
吋

保

母

保

母
保

ほ
調

理

員

菊
池
さ
と
チ

矢

野

越

子

清

水

郁

子

白

石

王

チ

岡
崎
美
智
子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

所

長

山

本

コ

ト

エ

主
席
主
任
保
母
池
田
ス
ミ
子

主

任

保

母

矢

間

戸

木

津

美

保

母

矢

肝

元

朝

子

(
豊
茂
保
育
所
)

所

長

大

藤

恭

チ

主

任

保

母

同

田

清

r下

主

任

保

母

西

山

み

ち

チ

保

母

横

山

典

子

調

理

員

都

旧

悦

子
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山
マ
リ
ン

""""蓮田圏直

当
町
に
と
っ
て
最
大
の
行
政
課
題
で

あ
り
、
私
た
ち
長
浜
町
民
に
と
っ
で

ι

最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
第
二
次
開
発

事
業
の
今
坊
地
区
埋
立
工
事

h
、
関
係

者
各
位
の
理
解
と
協
川
、
ま
た
国
・
県

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
川
一
切
な
指
導
、

支
援
に
ょ
っ
と
、
昭
和
六
十
年
七
月
石

工
以
来
、
六
十
同
年
十
一
月
の
完
成
を

め
ざ
し
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
駅
(
昭
和
六
十
年
十
一

月
日
J

で
「
こ
れ
か
ら
の
開
発
事
業
計

画
」
と
題
し
て
、
今
後
の
間
以
U

事
業
仁

つ
い
て
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
初
期
の
日
的
を
述
成
す
る

た
め
に
は
、
長
浜
地
区
の
坤
『
札
近
代

i

事
が
不
可
欠
で
す

会
お
、
当
町
に
と
つ
で
十
数
年
来
一

貫
し
な
重
要
泡
策
で
あ
る
開
発
事
業
に

つ
一
け
で
は
、
本
新
に
よ
り
随
時
む
知
ら

せ
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
こ
別
解
、
ご

協
力
を
得
て
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

A
Y

川
も
、
第
三
次
開
発
基
本
計
嗣
の
全
容

に
つ
い
て
で
き
る
限
り
詳

L
く
お
い
M
-
ハ

せ
寸
る
た
め
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
全
文
を
掲
載
す
る
ニ
と
一

γ
」
ま
し
と
。

今
回
は
、
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
す
る
ご
と
に
7

)

ま
す
。

'iOOiI 晒極彊E 盟第三次開発計画
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第
三
次
開
発

基

本

方

針

第
二
-
次
開
発
事
業
基
本
計
画
は
、
昭

和
五
十
五
年
一
二
月
及
び
昭
和
六
十
年
三

月
の
町
議
会
に
お
い
て
議
一
決
さ
れ
た
長

浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
及
び
国
土
配
引

用
計
画
(
長
松
町
計
向
)
に
基
づ
き
、

臨
海
部
に
わ
ゆ
リ
る
第
一
次
、
第
二
次
開

発
に
続
く
信
一
一
次
開
発
事
業
と
し
て
、

長
浜
地
区
の
一
大
凋
発
事
業
を
推
進
し

よ
う
と
~
て
い
ノ
包
も
の
で
寸
ハ

住
民
福
止
の
向
上
と

地
域
産
業
の

振
興
発
展
を

本
計
画
で
は
、
山
榊
戸
経
済
闘
に
包

抗
さ
れ
み
に
長
浜
町
の
活
性
化
よ
、
二
十

一
刊
記
を
川
山
ωに
す
る
本
町
発
展
の
方
向

合
明
示
し
た
長
浜
町
第
一
一
一
次
開
発
基
本

構
忽
を
も
と
に
、
一
よ
業
開
発
、
法
湾
施

設
、
漁
港
施
設
、
都
市
機
能
施
設
及
び

生
活
環
ぼ
施
設
予
々
を
総
合
的
に
整
備

し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
土
と
地
域

比
一
業
の
振
興
発
出
、
更
に
、
港
湾
を
軸

と
し
な
海
域
と
背
後
陸
域
山
一
体
的
な

整
備
に
よ
一
っ
て
、
海
の
資
源
を
最
大
限

に
活
か
し
た
新
し
い
マ
リ
ン
・
タ
ウ
ン

づ
く
り
を
進
め
る
こ
い
一
に
し
て
い
ま
す
。

人
間
性
豊
か
な

町
、
つ
く
り
を

理
念
と
し
て

計
画
の

要

本
町
は
、
第
‘
次
開
発
事
業
に
お
い

f
¥

晴
海
団
地
を
完
成
さ
せ
、
現
在
第
二

次
開
発
事
業
に
よ
り
今
坊
地
区
地
先
に

臨
海
型
合
業
の
立
地
を
は
じ
め
、
都
市

再
開
発
及
び
地
場
産
業
写
の
川
地
確
保

を
め
さ
し
た
ビ
ダ
ョ
ン
の
も
と
に
、
晴

海
型
土
地
造
成
事
業
-
全
進
め
ご
い
ま
す
。

し
か
し
、
肱
川
河
口
二
-
角
州
に
形
戒

さ
れ
た
市
街
地
は
、
住
、
工
、
商
が
混

在
街
集
し
、
本
町
発
展
の
宿
命
的
開
害

要
因
と
士
っ
て
け
る
こ
と
か
ら
、
山
べ
つ

く
り
の
基
盤
む
あ
る
文
化
、
都
市
機
能

施
設
及
び
牛
活
環
境
施
詩
等
の
整
備
が

許

L
く
遅
れ
、
こ
れ
ら
施
設
が
背
句
に

等
し
い
の
が
現
状
で
す
。

従
っ
て
、
本
計
闘
に
お
い
て
は
、
自

然
に
育
く
ま
れ
た
人
間
竹
豊
か
土
町
内
つ

く
り
を
理
念
と
し
て
、
ご
れ
ら
諸
施
設

の
用
地
を
市
街
地
に
隣
持
し
た
叫
港
湾

内
港
叫
に
求
め
、
町
民
の
快
適
な
生
日

環
境
を
創
造
寸
る
と
と
色
に
、
か
つ
て

川
去
し
い
松
林
と
砂
浜
の
海
抗
争
再
現

本
計
閣
を

し
、
海
を
生
か
し
た
町
民
貯
い
の
甥
一
味

づ
く
り
に
傍
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
一

更
に
、
西
瀬
戸
終
済
幽
の
一
犬
流
通

拠
点
レ
し
し
て
の
港
湾
繋
備
と
楼
合
!
た

仁
業
開
培
、
港
湾
関
連
施
設
等
の
用
地

を
外
出
都
に
確
保
す
る
こ
と
に

L
て
い

宇品ナヲ。一
方
、
低
迷
キ
一
続
け
る
農
林
漁
業
に

つ
い
と
は
、
本
計
画
と
の
均
衡
を
回
り

つ
つ
振
興
諸
施
設
を
整
備
す
る
計
圃
で

す
が
、
特
に
、
直
接
関
連
す
る
漁
業
絞

興
施
設
に
つ
い
て
辻
、
本
計
同
に
よ
り

整
備
す
る
二
と
に
し
て
い
ま
す
c

な
お
、
本
計
画
に
基
づ
く
し
事
業
は
、

一
一
ト
一
世
紀
に
わ
た
る
犬
規
模
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
段
階
的
、
計
画
的
に

実
施
ト
9

る
方
針
で
す
。

た
だ
し
、
本
計
画
に
よ
る
総
事
業
費

は
、
位
定
で

ι概
ね
六
百
七
十
五
億
円

の
巨
額
に
達
す
る
た
め
、
実
施
予
定
年

次
の
設
定
と
市
立
末
区
分
を
明
確
に
し
、

国
・
県
補
助
金
及
び
起
仙
手
の
導
入
に

極
打
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
均
衡
の

上
に
烹
一
っ
た
財
政
社
内
に
よ
っ
て
、
健

全
な
財
政
構
造
を
堅
村
し
つ
つ
、
こ
れ

を
効
率
的
に
実
施
?
)
な
け
れ
は
な
り
ま

せ
ん
。本

計
画
に
基
づ
く
仁
医
お
の
上
地
造

成
面
和
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

~吉宮①
県
…
一
円
工
区
一
一
小
型
一
船
だ
ま
り
)
約
五

万
二
千
子
方
メ
ー
ト
ル

②
第
一
一
」
区
(
内
港
部
)
内
十
一
万
五

千
平
方
メ
ー
ト
ル
(
内
既
作
土
地
約
一
一

万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
会
合
わ
一
一

③
第

A

-

工
u
h

一
外
港
町
)
約
二
十
一
一
万

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

現
創代
造都
を市
めヘ
ぎの
し
て

都
市
計
画

長
浜
町
は
、
県
下
最
大
の
-
級
河
川

肱
川
の
河
川
部
に
位
置
し
、
山
ー
に
一
川
と

海
力
坦
吐
か
な
日
鉄
…
に
冠
ま
れ
、
瀬
戸
内

海
臨
海

L
業
地
域
の
一
環
と
し
て
栄
三

て
き
た
臨
海
都
市
で
ト
ヲ

O

西
瀬

μ
経
済
問
構
想
が
顕
介
忙
化
す
る

時
代
と
な
り
、
長
浜
町
も
そ
の
経
済
圏

構
想
に
連
環
さ
れ
え
都
市
と
し
で
、
恵

ま
れ
た
臼
然
を
活
か
し
つ
つ
現
代
都
市

へ
の
創
造
を
め
ざ
し
、
縁
の
マ
ス
ゲ

1

フ
ラ
ン
等
を
も
と
に
総
什
的
に
郡
市
計

画
奇
見
直
そ
う
と
し
て
は
ろ
も
の

C
す。

こ
の
け
見
直
し
計
画
の
策
定
に
あ
と
っ

て
は
、
次
の
よ
う
な
茶
本
珂
念
に
よ
る
、

新
し
い
目
標
と
し
で
の
都
市
計
画
十
一
策

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。



13 

t. 
事L"，片------

___---~-.1量百

糧事 { 
種主J
塾す

田園田園田第三次開発計画

長浜町第三次開発事業計画図

①
既
存
市
街
地
か
ら
内
港
地
域
へ
展
開

す
る
軸
を
生
活
・
社
会
軸
と
し
、
そ
れ

と
直
交
し
山
か
ら
海
へ
の
流
れ
を
自
然

軸
と
す
る
十
字
型
の
軸
を
新
し
い
町
守
つ

く
り
の
骨
格
と
す
る
。

②
生
活
・
社
会
軸
と
、
自
然
軸
が
交
差

す
る
十
字
型
の
地
域
を
都
市
再
開
発
用

地
の
中
核
地
域
と
し
、
十
字
型
軸
で
分

割
す
る
周
辺
部
の
四
つ
の
、
フ
ロ
ッ
ク
に
、

都
市
施
設
を
機
能
別
に
整
理
統
合
し
て

配
置
し
、
新
し
い
町
を
創
造
す
る
。

③
生
活
・
社
会
軸
を
外
港
部
に
展
開
し

て
、
そ
の
地
域
の
周
辺
部
に
生
活
環
境

施
設
等
を
配
置
し
、
新
し
い
町
の
環
境

景
観
を
創
造
す
る
。

④
自
然
軸
の
展
開
す
る
地
域
に
は
、
か

つ
で
の
美
し
い
松
林
と
砂
浜
の
海
浜
を

再
現
し
、
海
辺
を
海
水
浴
場
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
新
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
ゾ

l
ン
を
創
設
す
る
。

⑤
既
存
の
都
市
街
路
網
を
再
検
討
し
て

総
合
的
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
、
こ

の
計
画
と
整
合
性
の
あ
る
新
し
い
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

⑥
住
工
商
が
混
在
す
る
既
存
市
街
地
内

の
地
場
産
業
を
臨
海
部
の
工
業
用
地
に

移
転
立
地
し
て
、
生
活
環
境
の
秩
序
を

改
善
し
町
の
純
化
を
阿
る
。

総
合
的
町
守
つ
く
り
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

港
湾
計
画

長
浜
港
は
、
昭
和
一
一
十
八
年
七
月
地

方
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
県
管
理

港
湾
と
し
て
、
国
の
第
一
次
か
ら
第
六

次
に
わ
た
る
港
湾
五
か
年
計
画
に
基
づ

き
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
の

町
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
長
浜
町

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
基
本
構
想

に
基
づ
く
、
立
地
企
業
群
の
建
設
に
伴

う
取
扱
貨
物
量
の
増
大
及
び
入
出
港
船

舶
の
大
型
化
、
更
に
は
、
西
瀬
戸
経
済

圏
構
想
の
顕
在
化
等
に
よ
り
、
次
の
時

代
を
展
望
す
る
長
期
的
視
野
に
立
脚
し

た
、
総
合
的
な
町
ゃ
つ
く
り
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
港
湾
整
備
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年

三
月
に
概
ね
一
一
十
年
後
を
目
標
と
し
た
、

新
し
い
長
浜
港
港
湾
整
備
計
画
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
当
計
画
の
一
環

と
し
て
小
型
船
だ
ま
り
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
当
該
計
同
書
を
も
と

に
今
後
の
整
備
指
針
を
次
の
と
お
り
定

め
、
関
係
機
関
に
強
く
要
請
し
、
港
湾

施
設
の
充
足
性
、
機
能
発
揮
の
効
率
性

と
安
全
性
、
更
に
は
、
環
境
と
の
整
合

性
等
を
具
備
し
た
港
湾
の
早
期
完
成
に

努
め
る
方
針
で
す
。

重
要
港
湾
昇
格
を

め
ざ
し
て

①
新
し
い
町
、
つ
く
り
の
た
め
の
都
市
再

開
発
用
地
を
、
港
湾
計
画
の
一
環
と
し

て
確
保
す
る
。

②
近
年
の
ェ
、
不
ル
ギ

l
情
勢
の
変
化
に

対
処
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
安

定
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、
港
湾
機
能

の
整
備
を
図
る
。

③
西
瀬
戸
経
済
圏
構
想
に
連
環
さ
れ
た
、

広
域
背
後
圏
域
の
物
資
流
通
の
拠
点
と

し
て
、
流
通
機
能
の
整
備
拡
充
を
図
る
。

④
港
湾
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化
及
び

港
湾
の
背
後
地
域
と
の
有
機
的
結
合
を

図
る
た
め
、
臨
港
交
通
施
設
を
整
備
し
、

都
市
計
岡
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
絡

す
る
。

⑤
快
適
で
潤
い
の
あ
る
港
と
す
る
た
め
、

緑
地
の
整
備
等
に
よ
り
港
湾
の
環
境
整

備
を
し
、
新
し
い
町
ぞ
つ
く
り
に
資
す
る
。

⑥
港
湾
に
お
け
る
船
舶
航
行
等
、
特
に

漁
船
と
一
般
船
舶
と
の
諸
活
動
の
安
全

確
保
を
凶
る
。

⑦
将
来
は
、
西
瀬
戸
経
済
圏
域
の
中
核

的
港
湾
と
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
、

重
要
港
湾
指
定
の
運
動
を
展
開
す
る
。

⑧
四
国
西
南
地
域
開
発
構
想
に
基
づ
く

ア
ジ
ア
ボ
ー
ト
の
副
港
と
し
て
、
ま
た
、

西
瀬
戸
経
済
圏
域
の
中
核
的
港
湾
と
し

て
、
経
済
圏
域
相
互
の
海
上
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

⑨
臨
海
部
に
開
発
し
た
、
工
業
用
地
へ

の
企
業
立
地
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
貨

物
増
、
船
舶
増
及
び
船
舶
の
大
型
化
に

対
応
で
き
る
港
湾
機
能
施
設
の
整
備
拡

充
を
阿
る
。

次
回
は
、
用
地
造
成
計
画
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

祝
祭
日
に
は

国
旗
を
掲
げ

ま
し
ょ
う
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ポ
ン
プ
蔵
置
所
が
完
成

1
白
滝
第
三
部
(
柴
)
1

白
滝
八
刀
同
第
三
部
(
柴
)
に
こ
の
た
び
ポ
ン
プ
蔵
置
所

が
完
成
。
こ
れ
は
、

事
業
費
四
百
三
十

万
円
で
工
事
を
進

め
て
い
た
も
の
で
、

今
ま
で
は
、
一
詰
所
と

蔵
置
所
が
同
一
一
部
屋

に
あ
り
、
ポ
ン
プ
、

消
防
機
出
な
ど
で
手

狭
で
不
便
な
た
め
新

築
し
た
も
の
。

円
]
一
一
今
月
一
十
六
日
か
ら
一
二
十
日
ま
で
白
滝
小
学
校

口

い

を

中

心

に

愛

犬

、

商

犬

、

東

雲

短

大

、

保

育

専

門

口

成

同

学

校

の

V
Y
S
会
員
十
四
人
が
キ
ヤ
/
プ
を
張
つ

E
古
円
い
v
て
、
白
川
池
小
の
児
童
と
共
に
運
動
会
、
山
イ
キ
ン

「
一
の
次
グ
、
奉
仕
作
業
、
演
芸
大
会
な
ど
を
行
っ
た
り

口

一

躍

こ

れ

は

口
ダ
た
ジ
ユ
二

日
一
宮
ァ
リ
l

「

一

1
ノ

~

タ

I
の

口

1

育
成
を

口

:

目

的

に

一

一

二

開

い

た

口

ユ

も

の

。

[一日ン

口

口

九

日

日

川

口

口

川

勺

臨盟国国醒ルポ-続まちの先覚者関

コ

ゾ

」与~ø

口

非
常
時
に
備
え
て

L_; 二口つ口|

ー
水
場
地
症
で
放
水
訓
練

i

一
二
月
二
十
九
日
、
水
場
地
区
で
非
常
時
に
備
え
て
、
欣

水
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
四
十
五
区
長
の
石
田
忠

勝
さ
ん
ら
の
声
か
げ
で
、
消
防
署
員
や
、
没
場
職
員
も
立

ち
会
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
。
」
ハ
十
ト
ン
の
上
水
道
施
設
か

ら
引
か
れ
て
い
る
消
火
栓
の
本
圧
な
ど
を
調
べ
な
が
ら
の

放
水
訓
練
の
結
果
は
、
上
々
で
あ
っ
た
。

:口口一日「

武
知
日
盛

ミュニティの向上に
~上区集会所が完成~

てるく向ミが世 t二費建はブJ ノミで木がの
いこり上ユ利帯万は築十 jt?九、造完上二
る とにとニ用四円五工畳、ー建か成地月
。 に役 f也子し 十、百事二集 O 築わ。区:
な立域イ、七十八請苗会七面ら に卜
ってづのコ人六十負弓室平積ぶ 上瓦

き区臼
平 主主
家会豊
建所茂

明
治
十
八
年
二
八
八

¥
H
N
Y

一
主
)
十
一
一
月
六
日
、
住
告

転
吋
守
神
社
宮
司
武
智
一
馬
、
妻

…

ス

ヱ

の

長

男

と

し

て

性

ま

叩

れ

た

。

…
長
浜
小
学
校
、
大
洲
中
学
校
を
卒

一
業
後
、
父
の
後
を
継
ぐ
た
め
伊
勢
田

叩
学
館
に
学
び
、
同
館
を
卒
業
、
明
治

町
四
十
一
一
年
、
十
四
代
日
住
古
神
社
宮

…
司
に
就
任
し
た
。

叫
大
正
十
二
一
年
二
九
二
同
)
二
月
、

一
県
社
に
昇
格
後
も
社
務
に
精
励
、
唱

一
和
十
四
年
(
一
九
一
一
一
九
)
に
は
石
桁

…
神
社
の
宮
司
に
就
任
、
愛
媛
県
民
古
川

…
位
の
浄
陥
-
級
の
神
職
と
し
て
、
県

…
神
社
会
に
寄
り
す
る
と
と
も
に
、
神

即
祈
本
庁
常
任
理
事
と
し
て
護
国
神
社

仰
の
設
立
に
貢
献
し
た
の
?
あ
る
。

町
昭
和
二
十
年
、
太
一
千
洋
戦
争
が
終

一
る
と
、
救
世
済
民
の
為
石
槌
王
子
宮

川
創
守
一

L
、
全
国
百
数
十
ヵ
所
の
教
会

抗
を
設
立
自
ら
初
代
管
長
一
と
し
て
、
石

町
槌
信
仰
興
隆
の
基
礎
を
築
い
ん
の

仰
と
く
に
武
智
は
、
戦
前
戦
後
を
通

問
じ
て
愛
媛
県
議
国
神
社
の
神
社
総
代
、

ω

祭
神
決
定
審
議
会
、
社
殿
造
営
奉
賛

川
会
理
事
、
建
設
零
員
等
に
就
任
し
、

…
沖
問
、
正
直
、
厳
然
と
し
て
和
導
協

加
賛
、
社
務
に
従
事
し
て
き
た
。

ま
た
、
県
神
職
会
の
冗
老
と

し
て
後
輩
を
け
っ
く
し
み
、
地

方
稀
に
見
る
偉
大
な
存
雀
と
し

て
敬
慕
さ
れ
て
い
た
。

喜
多
郡
に
お
い
で
も
、
戦
前

か
ら
郡
神
職
会
長
、
ど
し
て
地
方

神
道
に
幾
多
の
業
績
を
残
し
た

の
で
あ
る
c

喜
多
郡
神
社
氏
子

総
代
会
も
、
武
智
の
創
立
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

晩
年
は
長
浜
町
に
帰
り
、
昭
和
四
十

四
年
老
刊
化
し
た
住
吉
神
社
を
、
御
建

山
上
に
移
転
新
改
築
を
終
り
、
長
浜
港

を
眼
下
に
見
お
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
に
は
、
全
国
で
‘
一
人

門
の
名
誉
宮
司
の
称
川
一
り
を
踊
ら
れ
た
。

武
川
円
宮
司
は
、
地
方
町
政
に
も
心
を

つ
く
し
、
長
浜
町
に
お
け
る
元
老
格
で

あ
り
、
地
方
人
の
権
威
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
八
日
、
病
を

得
て
八
十
七
歳
で
没
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
十
月
、
武
智
宮
司
の

功
績
と
、
そ
の
徳
を
讃
え
て
、
神
社
境

内
に
頒
徳
砕
が
建

L

伍
さ
れ
て
い
る
。

人
/
同
を
も
っ
て
「
ま
ち
の
先
覚
者
」

を
終
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
書
き
は
じ
め

め
、
途
中
の
「
一
宮
長
房
日
記
抄
」
を

は
さ
ん
で
、
一
一
一
ト
六
名
に
わ
た
り
ま
し

た
。
い
ゲ
れ
一
冊
の
本
に
、
-
ま
と
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
長
ら
く
の
ご
盆

読
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

良ド



圏轟醤覇
新
生
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

「

τ
J
D
H
」

函盟問...JRコーナー・警察の窓 ι

今
回
は
、
「
地
域
に
常

者
し
た
鉄
道
の
再
汁
止

を
誓
い
、
問
円
一
日
発

足
し
た

J
R
四
国
(
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
「

J
R
」
の
誕
生
に
つ
い
て
付
加
ら
せ

し
ま
す
。

従
来
の
国
鉄
の
シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク

は
、
日
本
国
有
鉄
道
の
頭
文
字
で
あ

る
「
J
N
R
」
で
し
た
が
、
民
一
一
日
化

主
れ
た
こ
の
な
び
の
鉄
道
株
式
会
社

で
は
、
こ
の
「
J
N
R
」

マ

l
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

新
し
一
日
投
辺
各
社
刊
に
は
、
日
本
鉄

道
グ
ル
ー
プ
(
ジ
ャ
パ
ン
・
レ

l
ル

ウ
工
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
を
結
成

し、「
J
N
R
」
の

N
を
除
い
た
「
J

R
」
マ

i
ク
が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
を

統
一
し
た
ン
/
ボ
ル
マ

l
ク
と
し
で

「
J
R
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
色
は
各
社
の
持
色
を
生
か

暴
走
族
を

追
放
し
ま
し
ょ
う

暴
走
族
は
、
週
末
の
夜
を
中
心
に
多

数
の
乗
削
車
や
バ
イ
ク
を
連
ね
て
狂
走

し
て
い
ま
L
f
o

↓
」
れ
ら
の
暴
走
族
は
一

般
の
車
や
付
近
住
民
の
皆
さ
ん
に
多
く

の
迷
惑
を
か
け
、
悪
質
き
わ
ま
り
な
い

不
法
事
案
を
敢
行
し
て
い
ま
す
。

宇
佐
vri

小すっ
7
レ
/
¥

し
た
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
医
別
さ
れ
、

J
R
四
国
の
マ

i
ケ
は
、
青
い
国
旧

国
を
強
調
し
た
ラ
イ
ト
ブ
ル
|
一
澄

み
き
っ
た
占
明
の
色
)
が
使
用
さ
れ
、

J
R
四
固
と
な
っ
て
も
、
町
内
の
駅

は
従
米
と
わ
り
、
伊
予
長
浜
駅
(
渡

部
駅
長
、
清
水
、
森
職
員
)
、
円
滝

駅
(
土
居
駅
長
、
同
一
川
、
岡
崎
職
員
)

の
か
所
で
営
業
さ
れ
、
各
駅
長
以

下
職
員
一
同
、
新
た
会
気
持
ち
で
地

域
の
鉄
道
と
し
て
J

押
し
ま
れ
る
駅
に

し
た
い
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
以
上
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
c

な
お
、
民
営
化
さ
れ
「
J

R
四
国
」

と
な
っ
た
今
、
当
海
岸
線
の
運
命
は

私
達
町
民
の
千
に
委
ね
ら
れ
て
げ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
多
い
に
町
内
の
久
口
駅

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
号
か
ら
は
、

J
R
凶
国
の
「

J
R
」
の
マ

i
ク
を
採
用
し
、
「
J
R

コ
ー
ナ
ー
」
に
変
一
史
し
ま
し
た
。

融
宵
祭
で
は
、
こ
れ
を
壊
滅
す
る
た
め
、

強
力
な
取
り
締
り
を

L
で
い
ま
す
が
、

や
は
り
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
特

に
弛
域
に
お
け
る
役
割
が
章
一
安
で
す
の

で
、
次
の
点
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

①
暴
走
旅

Jr主
引
き
な
い
環
境
ゃ
つ
く
り
(

暴
走
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
い
か

な
い
)

①
閣
係
機
関
、
団
体
等
で
組
織
す
る
「

暴
走
族
対
策
会
議
」
の
設
置
と
運
刑

①
広
報
活
動
の
徹
底

@
膏
少
年
に
対
す
る
自
動
車
、
バ
イ
ク

の
健
全
利
川
の
促
進

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
交
通

事
故
の
な
い
明
る
い
川
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

現
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
令
の
障
害
年
余
、
吋

f
年
金
、

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
の
い
ず
れ
か
の

年
令
を
う
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
五
月

中
仁
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
同
」

を
堤
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
人
一
こ

の
凶
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

付
が
あ
る
か
と
う
か
を
確
認
す
る
犬
切

な
屑
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
忘

れ
た
り
し
ま
す
と
、
次
同
か
ら
の
年
金

の
支
弘
が
遅
れ
た
り
、
止
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
年
金
係
へ
出
出
し
て
く
だ

さ
い
ッ
ぶ
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係

で
お
尋
ね
く
だ
き
い
。

丘呈
玉三

憲か
y与

5法 x
p週同
自問問

ら{手、
自弁

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と

す
る
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
憲
法
週
間
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
社
会
情
勢
を
見
ま

す
よ
一
、
憲
法
の
保
障
す
る
こ
の
基
本
的

人
権
は
、
残
念
な
が
ら
正
し
く
認
識
さ

れ
て
い
る
と
は
一
百
え
な
い
状
態
で
す
。

自
己
の
権
利
・
利
授
の
み
を
主
張
し
、

他
人
の
立
場
全
認
め
な
い
た
め
に
起
こ

る
問
題
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

:ヂ;識です¥立と弥呼.'句、-; ( 

ポ
ク
川

U下[七七七P

いト

て
も
苦
し
く
て
柿
丙
川
け
な
か
つ
た
ん
だ
。
で
も
、
病
院
の
先
(

生
が
子
当
て
を
し
で
く
れ
て
や
つ
と
大
長
き
己
な
声
で
泣
く
二

γ

とがで斗斗当雪J

〈
ざ
も
三
一
た
よ
〉
そ
の
時
h台担川付りさ

Pλ八
は
心
配
し
て
、

F

達

~

者
が
何
よ
り
刈
と
田
思
心
つ
た
ん
だ
つ
て
さ
。
そ
れ
で
こ
の
名
「

m知M
前
票
が
つ
リ
た
の
。

れ
か
ら

l
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
の
ん
び
り
、

鈎

一

足

?

オ

/
仁
朗
ら
か
な
気
持
ち
で
育
て
て
ノ

ん

二

え

い

る

ん

だ
c

よ
ろ
L
/
¥
O

やち也運吉
田兼

一八え

l
兼
古
同
末
春
さ
ん
お
歳
・
母
H
H
克
子
さ
人
初
歳
)

ιう
一
度
、
憲
法
の
精
神
を
充
分
に

理
解
し
、
ま
ず
相
子
の
J
-
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
人
の
中
で
、
人
権
を
侵
さ
れ
烹

り
、
侵
き
れ
そ

7
に
な
っ
た
方
は
、
ム
打

近
く
の
人
権
擁
議
委
員
、
ま
た
は
法
務

局
、
あ
る
い
は
そ
の
支
局
に
お
気
軒

ι

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
火
山
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
十

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
議
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

熊
野
能
一
雄
(
長
浜
)

千
田
三
議
(
出
海
)

土
日
孝
京
(
柴
)

l
j
j
y
J
J
V
t
(
f
j
J
V
/
J
J
/
J
/
/
y
j
t

，/I
H
J
j
t
j
l
y
-
-
f
h
f
f
h
/
/サ

昭和61年 5月25日生まれ

a

お
気
軽
に
お
話
し
を
戸

五
月
は
巡
回
連
絡
月
間

派
出
所
、
駐
ん
比
一
ル
刊
の
警
察
官
は
…

心
地
践
の
呪
桔
を
知
り
、
皆
さ
ん
と

v

v

の
交
わ
り
を
深
め
た
い
と
願
い
、
一

u

ご
家
庭
や
会
社
等
を
お
子
ね
[
、
一

戸
ご
育
児
、
二
要
望
を
お
聞
き
し
て
-

…
い
ま
す

f

地
域
に
お
け
る
凶
り

J

」
と
や
管

r

一
察
に
対
す
る
要
望
は
も
ち
ろ
ん
、

一
明
る
い
話
題
な
ど
何
で
も
結
構
で
…

日
寸
か
ら
、
気
軽
に
話

L
て
く
だ
芯
い
O

R

五
月
は
「
出
州
連
絡
月
間
」
と

"
し
て
、
積
極
的
に
訪
問
活
動
を
行
自

い
ま
す
。
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画
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し
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寄
付
探
納

昭和62年 5月号

。
長
浜
保
育
所
昭
和
六
十
一
年
度
卒
園

児
、
保
護
者
一
同
(
代
表
・
永
山
山
女

子
)
・
:
ク
ォ

l

y
掛
時
計
お
よ
び
桜

苗
木
を
長
浜
保
育
所
ヘ
υ

。
長
浜
保
育
胡
昭
和
六
十
一
年
度
ほ
の

会
(
代
表
・
(
人
口
一
日
郭
子
J
:
・
シ
ャ

l

広報 な が は ま

プ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
十
九
型
を
長
浜
保

育
祈
へ
。

O
沖
浦
保
育
所
昭
和
六
十
一
年
度
卒
間

児
保
護
者
一
同
・
沖
浦
保
育
所
母
の

会
(
代
表
・
大
塚
さ
つ
芳
一
一
庄
机

二
脚
を
沖
浦
保
育
所
ヘ
。

。
沖
浦
保
育
所
母
の
会
一
代
表
・
大
塚

さ
っ
き
)
・
:
川
書
三
十
四
冊
、
座
机

六
脚
を
沖
浦
保
育
問
ヘ
。

O
豊
茂
保
育
所
昭
和
六
十
一
年
度
本
間

児
保
議
書
一
同
(
代
表
・
小
西
貫
-
一

-
紙
芝
居
一
日
川
町
ハ
と
ん
士
き
も
の
第

A

一

集
六
冊
)
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

。
豊
茂
保
育
所
父
母
の
会
(
代
表
・
宇

都
宮
利
恵
)
:
・
新
し
い
行
事
紙
芝
居

(
第
一
集
、
第
二
集
)
、
円
山
町
レ
一
生
き

物
f

第
一
一
集
)
全
十
八
冊
を
豊
茂
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高度経済成長期に N 消 費 は

美徳なり N と い うことばが流

行った。ところが今の日本は

美徳どニろじ ~\:;J をいヲミ傘と言

わ九ぱかりの内需拡大をアメ

リカや除川先進国から迫られ

るという大変な時 期 に 当 面 し

てしまった。千子革でー枚:の圭f

筒 t 二度使う耐乏生川が片

方にはあるという日本にとっ

ては正に難問中の難問といわ

ねばなるまいA 昭和二卜午代

にはまだ線餓状態が続いてい

た日本じい-)の聞にか過食の

H寺{'¥;となり自包食のH寺代をi重り

過ぎて今や美味いものをノかなく

食うと L追う美食時代に入 J1三。

内需J広大といってももうこれ

以上食 3わけには L、かぬの着

物だ J ご一度に二肴キ，二着も

着られるはずはな いの車をは

じよう家具付出類も国のすみず

みま Cffきわた-)ごいる過h で

は何で内7討を拡大するのか。

それは社会資本の充実以外に

(土あるまし凡社会資本といえ

ばその大部分は公共施設であ

るからそのIl江主主は税金である

ことを忘れてはいけない。

A金があり;j-"~って円は益々強

くなりつつあるというのにバ

ランスを欠いでしミくら金持ち

になってみてもふ向よけごと

は ないという勉強 含今の日本

はや J ている最中である。
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記
飢

今
月
号
か
ら
編
集
担
当
者
が
変
わ
り

ま
し
た

不
慣
れ
な
と
三
ろ
ヘ
議
会
記
事
が
入

っ
て
き
た
允
め
、
む
む
わ
』
勺
わ
の
ん
母

H

で
し
た
が
、
や
っ
と
背
さ
ん
に
む
同
け

で
き
ま
し
た
。

今
月
は
凶
け
内
容
ば
か
り
な
の
で
、

読
ん
で
項
け
る
か
ど
う
か
心
配
で
す
が
、

町
の
行
政
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
は
、

大
切
な
記
事
ば
か
り
で
す
の
で
、
ひ
と

つ
刊
を
通
し
て
く
な
さ
げ
。
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、
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仁
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け
登

壇
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項
く
つ
も
り
で
す
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少
し
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も

多
く
の
々
に
読
ん
で
頃
け
る
よ
う
、
努

力
し
ま
す
の
ひ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
む

願
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し
ま
十

数

人口をふやしましょう
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に
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落
し
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む
伯
父
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ほ
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り
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れ
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ふ
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ら
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る松
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子

先
生
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の
は
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ら
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涙
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る
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卒
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